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第1部 過去 10 年の事業実績 

1. 研修員受入実績 

JICA は、開発途上国の国づくりの中核となる人材を育成する目的で、毎年およ

そ 150 か国から約 1 万人の技術者や行政官などを、各国政府からの要請に基づ

き研修員として受入れています。研修員は、国づくりに必要な技術や知識を習得

し、また、日本で生活することを通して、日本の社会・文化に対する理解を深めて

帰国し、それぞれの国の発展に貢献することが期待されています。中国地域 5 県

を所管する JICA 中国では、人類初の原爆投下から復興した経験に基づく平和構

築、施策に関する高度な教育を行う海上保安政策、国内有数の教員養成の実

績に根差した基礎教育、日本の産業構造の縮図と言われる中国地方の知見を

活かした民間セクター開発、乾燥地農業といった、この地域が有する強みを活か

した研修事業を展開しています。コロナ禍を経て 2023 年度からは研修員の来日

が本格的に再開しました。 

 

 

（1） 研修員受入数の推移 

【参加者合計 4,564 人】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※研修の種類について 

課題別研修： 日本側で開発途上国側の課題を想定して研修計画を策定した上で、開発途上国側に実施を提案し、各国の要請に応じ、 

原則、複数カ国から複数の研修員を受け入れる研修。 

国別研修： 開発途上国ごとの課題に対する個別の要請に基づき実施される研修。 

青年研修： 途上国の将来を担う青年層を対象とし、日本の基本的技術の理解を目的とする研修。 

長期研修： １年以上の受入を行い、主に大学の学位課程（修士・博士）に就学する研修。 

日系研修： 日系社会のさらなる発展と移住先国の国造りに貢献するための研修。 

「防災とまちづくり」コースにて、
グループワークをする研修員 

2015年度
(520名)

2016年度
(565名)

2017年度
(576名)

2018年度
(444名)

2019年度
(410名)

2020年度
(200名)

2021年度
(371名)

2022年度
(490名)

2023年度
(521名)

2024年度
(467名)

課題別研修 212 213 216 184 163 116 154 170 143 122

国別研修 123 145 140 56 83 0 21 98 179 103

青年研修 88 89 81 87 57 0 73 47 52 66

長期研修 94 113 132 113 94 84 122 165 144 168

日系研修 3 5 7 4 13 0 1 10 3 8
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2. JICA 海外協力隊事業実績 

JICA は、開発途上国からの要請（ニーズ）に基づき、それに見合った技

術・知識・経験を持ち、「開発途上国の人々のために生かしたい」と望む方

を募集し、選考、訓練を経て JICA 海外協力隊として派遣します。JICA 海

外協力隊は大きく分けて、青年海外協力隊 、日系社会青年海外協力隊 

と、一定以上の経験・技能等が必要となるシニア海外協力隊、日系社会

シニア海外協力隊があります。JICA 海外協力隊事業は 1965 年に開始さ

れ、2025 年に 60 周年を迎えました。JICA 中国は、募集広報の他、帰国

隊員の報告会、学校や各種セミナー・イベント等でのボランティア事業の

紹介など、JICA 海外協力隊事業の理解促進のための様々な活動を行っ

ています。 

注） 本実績値は、短期派遣者のみ出身県ベース、それ以外の隊員は

出発前表敬訪問県を基に算出しております。 

 

また派遣前である JICA 海外協力隊合格者のうち、帰国後も日本国内の

地域が抱える課題解決に取り組む意思を有する希望者を対象に、自治

体等が実施する地域活性化、地方創生等の取組みに OJT としての参加

機会を提供する「グローカルプログラム」を実施し、島根県海士町（1１

名）、鳥取県南部町（6 名）で受け入れました。JICA 中国でグローカルプ

ログラム参加者へのオリエンテーションを実施し、JICA 中国の事業紹介・

広島平和資料館見学・被爆講話の体験・原爆展資料の貸し出し説明な

どをしました。 

 

 

 

 

 

 

（1） 青年海外協力隊派遣実績 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジュニア層の卓球技術強化のため、巡回指導（ベリーズ／卓球） 

柔道協会に所属し、柔道の普及には励む（ジンバブエ/柔道） 

2015年
度

2016年
度

2017年
度

2018年
度

2019年
度

2020年
度

2021年
度

2022年
度

2023年
度

2024年
度

鳥取 8 2 2 6 3 0 0 2 1 7

島根 9 3 9 5 5 0 1 4 8 3

岡山 24 20 23 17 15 0 3 10 13 11

広島 25 29 23 16 22 0 11 11 17 12

山口 12 13 14 12 19 0 5 8 9 12
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（2） シニア海外協力隊派遣実績 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（3） 日系社会青年海外協力隊派遣実績 

 

2015年
度

2016年
度

2017年
度

2018年
度

2019年
度

2020年
度

2021年
度

2022年
度

2023年
度

2024年
度

鳥取 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0

島根 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

岡山 3 1 1 0 2 0 1 0 0 1

広島 1 3 0 1 3 0 0 1 0 1

山口 0 1 0 0 2 0 0 0 0 2

年度
合計

5 6 1 2 7 0 1 1 0 4
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鳥取 0 2 0 0 0 0 0 0 0 1

島根 0 3 2 0 0 0 0 0 1 0

岡山 6 5 1 0 2 0 1 0 1 1

広島 8 4 8 5 3 0 0 2 1 0

山口 4 6 3 1 1 0 2 0 0 1
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18 20 14 6 6 0 3 2 3 3
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（4） 日系社会シニア海外協力隊派遣実績 

  

2015年
度

2016年
度

2017年
度

2018年
度

2019年
度

2020年
度

2021年
度

2022年
度

2023年
度

2024年
度

鳥取 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

島根 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0

岡山 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

広島 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

山口 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

年度
合計

3 0 0 2 0 0 0 0 0 0

0

2

4

0

1

2 （年度合計）（県別人数）
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3. 草の根技術協力事業実績 

草の根技術協力事業は、国際協力の意思をもっている日本のＮＧＯ、大

学、地方自治体及び公益法人などの団体からの提案を受け、開発途上国へ

の国際協力活動について、JICA が提案団体との共同事業として実施するも

のです。協力期間は、3 年以内です。団体の規模や種類に応じ、草の根協力

支援型、草の根パートナー型、地域活性型の 3 種類の事業形態があります。

https://www.jica.go.jp/domestic/chugoku/information/topics/2023/__ic

sFiles/afieldfile/2024/03/06/data_2.pdf 

 

中国地方では、これまで各県の特徴を生かした案件が実施されてきまし

た。広島では平和構築支援（カンボジア、フィリピン・ミンダナオ）、岡山では高

齢者介護・保健医療・環境、山口では環境、島根では地方創生、鳥取ではモ

ンゴルとの交流など。このように各団体のこれまでの国際交流の歴史、地方創

生の取り組み、将来の日本社会のあり方を踏まえ、JICA は各地の草の根レベ

ルのパートナーと共に本事業を実施していきます。 

 

2024 年 2 月に、これまでの事業成果を取りまとめる形で、冊子「持続可能

な未来を創るための国際協力と地方創生：世界も日本も元気にするアクター

の協働と共創」を発刊しました。 

 

（1） 草の根協力支援型 

国名 案件名 実施県 実施団体名 実施期間 

フィリピン マニラ首都圏低所得者層地域における生活の質

改善を目指した糖尿病予防プロジェクト 

鳥取 国立大学法人鳥取大学 2016 年 2 月 3 日～ 

2020 年 1 月 31 日 

ブータン ブータン王国における美術教育支援事業 島根 公益財団法人浜田市教育文

化振興事業団 

2017 年 8 月 22 日～ 

2020 年 8 月 22 日 

ベトナム 高齢化対策としての介護予防事業の支援 岡山 社会福祉法人やすらぎ福祉会 2017 年 11 月 10 日～ 

2021 年 4 月 30 日 

インド 子どもの安全を保障するためのセーフティネット確

立へ向けた NGO のキャパシティディベロップメント研

修の実施 

広島 特 定 非 営 利 活 動 法 人

IMAGINUS 

2019 年 6 月 21 日～ 

2022 年 7 月 31 日 

ネパール カトマンズと周辺地域におけるてんかん診断能力向

上および地域連携強化事業 

広島 広島大学病院てんかんセンタ

ー 

2020 年 1 月 31 日～ 

2024 年 5 月 2 日 

インド マハラシュトラ州における HIV/TB の治療成績改善

プロジェクト 

岡山 学校法人 順正学園 2020 年 12 月 4 日～ 

2023 年 4 月 14 日 

マラウイ マラウイ農村部におけるサステナブルな衛生環境

の向上支援事業 

山口 特 定 非 営 利 活 動 法 人

Colorbath 

2021 年 11 月 15 日～ 

2024 年 1 月 12 日 

ブータン ブータン王国での美術指導力の向上とアートを通じ

た地域活性化プロジェクト 

島根 公益財団法人浜田市教育文

化振興事業団 

2022 年 1 月 12 日～ 

2024 年 12 月 27 日 

カンボジア カンボジア・トンレサップ湖における水上集落住民参

画型プラスチック汚染対策事業 

岡山 国立大学法人岡山大学大学

院 環境生命科学研究科 藤

原研究室 

2022 年 3 月 8 日～ 

2024 年 4 月 8 日 

インドネシア ジョグジャカルタにおける農業従事者の生活向上の

ための牛繁殖効率の改善 

山口 国立大学法人山口大宅 2022 年７月 27 日～ 

2025 年 7 月 25 日 

マラウイ マラウイ農村部における就学前教育アクセスの向

上と質の改善事業 

広島 広島大学大学院人間社会科

学研究科国際教育開発プログ

ラム・谷口京子研究室 

2023 年 3 月 1 日～ 

2026 年 2 月 27 日 

フィリピン 困難な背景を持つ保護者の包括的自立支援 

パサイ市近郊における貧困家庭の社会適応改善プ

ロジェクト 

広島 公益社団法人学校教育開発

研究所 

2024 年 3 月 4 日～ 

2026 年 2 月 27 日 

専門家による、携帯超音波装置を使った経直腸妊娠診断法の
実地解説の様子（インドネシア） 
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（2） 草の根パートナー型 

国名 案件名 実施県 実施団体名 実施期間 

カンボジア カンボジア小学校体育科教育 

自立的普及に向けた人材育成及び体制構

築のための事業 

岡山 特定非営利活動法人ハート・オ

ブ・ゴールド 

2013 年 4 月 1 日～ 

2016 年 9 月 30 日 

ホンジュラス エル・パライソ県南部 3 市における母と子のプ

ライマリーヘルスケア向上プロジェクト 

岡山 特定非営利活動法人 AMDA

社会開発機構 

2014 年 8 月 1 日～ 

2016 年 10 月 31 日 

ベトナム ベトナム医療技術支援（循環器疾患領域） 岡山 国立大学法人岡山大学 2016 年 9 月 1 日～ 

2020 年 12 月 28 日 

カンボジア カンボジア王国 中学校体育科教育指導書

作成支援・普及プロジェクト 

岡山 特定非営利活動法人ハート・オ

ブ・ゴールド 

2017 年 1 月 13 日～ 

2020 年 9 月 30 日 

ホンジュラス エル・パライソ県バド・アンチョ市における栄養

改善に向けた家庭菜園普及プロジェクト 

岡山 特定非営利活動法人 AMDA

社会開発機構 

2017 年 8 月 18 日～ 

2019 年 12 月 27 日 

ネパール シンドゥパルチョーク郡農家のグループ化によ

る営農改善と日本の過疎地域の経験を活用

した生計向上事業 

広島 特定非営利活動法人ピースウィ

ンズ・ジャパン 

2018 年 1 月 10 日～ 

2021 年 1 月 9 日 

カンボジア 小学校から高等学校まで一貫した高い質で

学ぶ「Physical Education for All」プロジェクト 

岡山 特定非営利活動法人ハート・オ

ブ・ゴールド 

2021 年 2 月 1 日～ 

2025 年 1 月 31 日 

ネパール 青年リーダーたちと取り組む「稼ぐための農

業」推進プロジェクト 

岡山 特定非営利活動法人 AMDA

社会開発機構 

2024 年 3 月 14 日～ 

2027 年 2 月 15 日 

スリランカ トリンコマリー県の地元資源を生かした循環型

農業の普及による小規模農家の持続可能な

生計の確保 

広島 特定非営利活動法人ピースウィ

ンズ・ジャパン 
2023 年 8 月 4 日～ 

2026 年 7 月 31 日 

（3） 地域提案型 

国名 案件名 実施県 実施団体名 実施期間 

ブータン ブータン王国における手すき紙の産業振興 島根 石州和紙協同組合 2013 年 8 月 20 日～

2016 年 3 月 31 日 

 

（4） 地域経済活性化特別枠 

国名 案件名 実施県 実施団体名 実施期間 

中華人民共和国 中国・寧夏回族自治区における水環境改善

のための流域管理計画の構築 

島根 島根県 2013 年 8 月 7 日～

2016 年 3 月 31 日 

フィリピン フィリピン・ミンダナオのバンサモロ自治政府

人材育成事業～広島による平和構築の支援

～ 

広島 国立大学法人広島大学 2014 年 1 月 24 日～

2016 年 3 月 31 日 

カンボジア カンボジアにおける持続可能な社会構築のた

めの教育改善 

広島 ひろしま平和貢献ネットワーク協

議会 

2014 年 3 月 17 日～

2016 年 9 月 30 日 

モルディブ IT 農業イノベーションによる新産業の創出 広島 有限会社上野園芸 2014 年 3 月 20 日～

2016 年 12 月 31 日 

ブラジル サンパウロ州小学校教員の環境教育指導力

向上事業 

島根 公益財団法人 しまね国際センタ

ー 

2014 年 8 月 21 日～

2017 年 2 月 28 日 

（5） 地域活性化特別枠 

国名 案件名 実施県 実施団体名 実施期間 

フィリピン タルラック州カパス町における高齢者介護予

防の意識向上事業 
岡山 社会福祉法人 ももたろう会 2015 年 3 月 23 日～

2017 年 3 月 31 日 

フィリピン フィリピン・ミンダナオのバンサモロ自治政府

人材育成強化事業～平和構築支援を通じ

たグローバル・ヒロシマの形成～ 

広島 国立大学法人 広島大学 2015 年 12 月 2 日～

2018 年 11 月 30 日 

インドネシア ボゴール市における一般廃棄物処理改善事

業 
広島 ひろしま環境ビジネス推進協議会 2016 年 1 月 18 日～

2018 年 3 月 31 日 



7 
 

インドネシア 典型的な熱帯泥炭地ブンカリス地区における

水道水質の改善～宇部方式の支援による環

境基本計画に基づいて～ 

山口 宇部環境国際協力協会 2016 年 3 月 30 日～

2019 年 2 月 28 日 

カンボジア カンボジアにおける持続可能な社会構築のた

めの社会科カリキュラム・教科書開発支援 
広島 ひろしま平和貢献ネットワーク協

議会 

2017 年 3 月 31 日～

2020 年 3 月 30 日 

ブラジル サンパウロ州カサパーバ市における環境教育

推進事業 
島根 公益財団法人しまね国際センタ

ー 

2017 年 8 月 9 日～

2021 年 6 月 30 日 

フィリピン タルラック州カパス町における高齢者介護予

防の普及および体制構築事業 
岡山 社会福祉法人 ももたろう会 2017 年 9 月 22 日～

2020 年 8 月 31 日 

モンゴル 塵肺症および石綿（アスベスト）曝露による呼

吸器疾患の早期診断能力の向上プロジェクト 
広島 特定非営利活動法人総合遠隔

医療支援機構  

2018 年 6 月 7 日～

2022 年 2 月 15 日 

ブータン 地域活性化に向けた教育魅力化プロジェクト 

ブータン王国における地域課題解決学習

（PBL）展開事業 

島根 島根県隠岐郡海士町 2022 年 1 月 21 日～

2024 年 12 月 27 日 

ベトナム 「こけないからだ体操」を通じた介護予防事業

の支援 
岡山 社会福祉法人やすらぎ福祉会 2022 年 4 月 21 日～

2025 年 4 月 18 日 

過去 10 年間の総合計内訳 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：実施期間が 1 年を超えるものは年度ごとに件数をカウントしています 
  

2015
年度

2016
年度

2017
年度

2018
年度

2019
年度

2020
年度

2021
年度

2022
年度

2023
年度

2024
年度

鳥取 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0

島根 3 1 2 2 2 2 3 2 2 2

岡山 3 5 5 5 5 6 4 4 5 5

広島 6 5 4 4 5 4 3 3 4 4

山口 1 1 1 1 0 0 1 2 2 2

合計 14 13 13 13 13 12 11 11 13 13

0

4

8

12

16

0

2

4

6

8鳥取
5件
4%

島根
21件
17%

岡山
47件
37%

広島
42件
33%

山口
11件
9%
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4. 民間連携事業実績 

JICA は、民間企業の優れた製品や技術を開発途上国の開発に活用

することで、途上国の開発課題解決と日本の国内経済の活性化に取り

組んでいます。 

民間企業の海外展開の準備段階に応じ、日本の民間企業による優れ

た技術・製品の導入や事業への参入を側面支援することで、開発途上

国が抱える社会・経済上の課題解決に貢献し、開発途上国・企業の双

方が Win-Win の関係を実現することを目指す事業です。 

JICA Biz では以下のメニューを中心に支援しています。 

 

 

 

 

 

（1） 基礎調査 

国名 案件名 実施県 実施団体名 採択年度 

ミャンマー ｢ヤンゴン･マンダレー･ムセ｣幹線間における高品質な両荷物

流事業実現に向けた事業基礎調査 

広島 株式会社エムケー 2016 年度 

インド 新たな米加工品(調理済食品)の現地生産体制構築・ビジネ

ス化に関する基礎調査 

島根 アルファー食品株式会社 2017 年度 

インド 高強度コンクリート製造の為の高品質で持続可能な人工砂

製造に関する基礎調査 

岡山 晃立工業株式会社 2018 年度 

ベトナム 凍結融解濃縮技術による水産加工等の未利用資源の有効

活用と市場価値向上に関する基礎調査 

鳥取 日本海冷凍魚株式会社 2022 年度 

（2） 案件化調査 

国名 案件名 実施県 実施団体名 採択年度 

インド 高濃度酸素水供給装置によるダム湖の水源機能再生案件

化調査 

島根 松江土建株式会社 2015 年度 

ベトナム 軟弱地盤地域における TNF 工法(地盤改良型直接基礎構

造)普及に向けた案件化調査  

広島 株式会社タケウチ建設 2015 年度 

インドネシア 水道インフラ管理システムの高度化を通じた水道運営改善

案件化調査 

広島 株式会社パイプデザイン 2015 年度 

インド コチ市の廃棄物処分場におけるコンポスト製造高速化技術

導入案件化調査 

鳥取 三光株式会社 2015 年度 

フィリピン ウニの沿岸完全養殖・加工システムの事業展開に関する案

件化調査 

島根 株式会社貝援隊、中浦食品株式

会社 共同企業体 

2015 年度 

スーダン 小規模組合方式によるタマネギ乾燥加工技術導入を通じた

農生産者組合の収入向上案件化調査 

岡山 大紀産業株式会社 2015 年度 

メキシコ 重化学工業分野の省エネに関する案件化調査 広島 ＡＤＡＰＴＥＸ株式会社 2015 年度 

スリランカ カキ殻を活用した自己処理型水洗式バイオトイレの導入に関

する案件化調査 

広島 永和国土環境株式会社、株式会

社八杉商店 共同企業体 

2016 年度 

フィリピン 廃棄物固形化燃料（ＲＰＦ）の導入のための案件化調査 広島 株式会社オガワエコノス 2016 年度 

インド 環境配慮型トイレの導入にかかる案件化調査 鳥取 大成工業株式会社 2016 年度 

ベトナム 都市生活ごみを含む有機系廃棄物の資源化による環境改

善に関する案件化調査 

岡山 ＣＡＮホールディングス株式会社 2016 年度 

マレーシア 使用済み紙おむつリサイクルシステム案件化調査 鳥取 株式会社スーパー・フェイズ 2016 年度 

ミャンマー イ草の栽培および加工・製造技術の導入に係る案件化調査 岡山 株式会社大島屋 2016 年度 

メキシコ シェルナースを用いた持続可能な漁業に係る案件化調査 岡山 海洋建設株式会社     2017 年度 

セネガル 直流駆動ポンプを活用したソーラーポンプシステムによる小

規模地方給水施設整備事業案件化調査 

広島 テラル株式会社 2017 年度 

ネパール国にて、モノラック（人荷併用の小型モノレール）の
試乗会を実施している様子 



9 
 

インドネシア 農業生産性向上のためのシートパイプシステム導入に関する

案件化調査 

山口 協和建設工業株式会社   2017 年度 

インドネシア バリ州における浄化槽の包括的な維持管理体制の構築によ

る水環境改善案件化調査 

山口 株式会社アースクリエイティブ 2017 年度 

インドネシア 森林・泥炭火災に対するゲルパック消火剤を用いた消火シス

テム導入に係る案件化調査 

鳥取 株式会社イルカカレッジ 2017 年度 

スリランカ 飲料水浄化装置案件化調査 広島 株式会社 Emax 2017 年度 

タイ インフラメンテナンスコスト抑制のためのスケルトン防災コーテ

ィング導入にかかる案件化調査  

山口 株式会社エムビーエス 2018 年度 

ブラジル 超高圧処理を用いた高付加価値食品産業振興に関する案

件化調査 

広島 株式会社東洋高圧 2018 年度 

ミャンマー ヤンゴン市における交通事故対策のための反射式道路鋲導

入にかかる案件化調査 

山口 株式会社ミカド交設 2018 年度 

ラオス 耐久性の高い道路整備を可能にするコンクリート二次製品の

導入に向けた案件化調査 

岡山 株式会社三幸工務店、岡山コン

クリート工業株式会社 共同企業

体 

2018 年度 

タイ 帯水層の地中熱利用による高効率冷房システム案件化調

査（中小企業支援型） 

広島 ミサワ環境技術株式会社 2019 年度 

インドネシア Making Indonesia 4.0 を推進するデジタル・エンジニアリング

の案件化調査 

鳥取 株式会社レクサー・リサーチ、扶

桑工機株式会社 共同企業体 

2019 年度 

マダガスカル トラクター動力で駆動するもみ殻固形燃料製造装置に係る案

件化調査 

広島 株式会社トロムソ 2021 年度 

ベトナム 環境保全に資する干満式人工湿地による水質浄化システム

の案件化調査 

岡山 株式会社ウエスコ、株式会社安

井建築設計事務所 

2021 年度 

タイ 自動車エンジン用永久磁石式オイルフィルターによる大気汚

染・省エネ・地球温暖化対策案件化調査 

鳥取 高林産業株式会社、株式会社タ

ーゲンテックス 

2022 年度 

インドネシア 海運・港湾の近代化とエネルギー安定供給のための移送用

ポンプの導入案件化調査 

山口 大晃機械工業株式会社 2022 年度 

マレーシア 水面清掃船を活用した海洋ごみ回収事業に係る案件化調

査 

広島 株式会社呉ダイヤ 2022 年度 

（3） 普及・実証・ビジネス化事業 

国名 案件名 実施県 実施団体名 実施期間 

モロッコ 乾燥地節水型農業技術普及・実証事業 鳥取 株式会社鳥取再資源化研究所 2015 年度 

ペルー ネオナイト工法を活用した水質浄化普及実証事業 島根 株式会社ネオナイト 2016 年度 

ペルー 乾燥地節水型農業技術普及・実証事業 鳥取 株式会社鳥取再資源化研究所 2017 年度 

インド 環境配慮型トイレの導入にかかる普及・実証事業 鳥取 大成工業株式会社 2018 年度 

スリランカ 自己処理型水洗式バイオトイレの普及・実証事業 広島 永和国土環境株式会社、株式会

社八杉商店 共同企業体 

2018 年度 

スーダン 農産物乾燥加工技術導入を通じたタマネギの付加価値創

出に向けた普及・実証事業 

岡山 大紀産業株式会社 2018 年度 

セネガル 直流及び交流駆動型ソーラーポンプシステムを活用した小

規模地方給水施設整備普及・実証事業 

広島 テラル株式会社、株式会社エー・

シー・アイ 共同企業体 

2019 年度 

インド 高濃度酸素水供給装置による湖沼浄化普及・実証事業 島根 松江土建株式会社 2020 年度 

インドネシア デジタルエンジニアリング製造人材育成を推進する普及・実

証・ビジネス化事業 

鳥取 株式会社レクサー・リサーチ、扶

桑工機株式会社 共同企業体 

2021 年度 

メキシコ シェルナースを用いた持続可能な漁業に係る普及・実証事

業 

岡山 海洋建設株式会社 2021 年度 

ベトナム レムアイスシステム及び魚船艙 FRP 化を通じた鮮度保持技

術の普及・実証・ビジネス化事業 

山口 ユタカ冷蔵株式会社、株式会社

ニシエフ、フジミツ株式会社 

2021 年度 

ラオス 道路整備を促進するコンクリート二次製品の導入に向けた

普及・実証・ビジネス化事業 

岡山 株式会社三幸工務店、岡山コン

クリート工業株式会社 共同企業

体 

2021 年度 

フィリピン 法面保護用侵食防止・植生マットの普及・実証・ビジネス化

事業 

山口 多機能フィルター株式会社 2022 年度 

カンボジア カンボジア国活性炭・活性炭製造技術導入にかかるニーズ

確認調査 

岡山 満栄工業株式会社 2022 年度 
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（4） ニーズ確認調査 

国名 案件名 実施県 実施団体名 採択年度 

カンボジア カンボジア国活性炭・活性炭製造技術導入にかかるニーズ

確認調査 

岡山 満栄工業株式会社 2022 年度 

ベトナム べトナム国高効率・環境配慮型下水汚泥濃縮・脱水装置導

入に向けたニーズ確認調査 

島根 株式会社研電社 2022 年度 

ベトナム ベトナム国微生物を利用した小規模畜産業向け排泄物処

理システムにかかるニーズ確認調査 

岡山 株式会社三美産業 2023 年度 

ベトナム ベトナム国都市の水環境改善のための下水道データベース

構築にかかるニーズ確認調査 

広島 パイプデザイン 2023 年度 

サモア サモア国人工湿地による汚水の自然浄化とグリ ーンインフ

ラ整備のためのニーズ確認調査 

岡山 株式会社ウエスコ 2024 年度 

カンボジア カンボジア国物流事業実現にむけたニーズ確認調査  広島 株式会社エムケー 2024 年度 

ベトナム ベトナム国ラック式水門開閉機にかかるニーズ確認調査  広島 豊国工業株式会社 2024 年度 

（5） ビジネス化実証事業 

国名 案件名 実施県 実施団体名 実施期間 

ネパール ネパール国モノラック導入にかかるビジネス化実証事業 岡山 株式会社ニッカリ 2022 年度 

カンボジア 活性炭・活性炭製造技術導入にかかるビジネス化実証事

業 

岡山 満栄工業株式会社 2023 年度 

ベトナム ベトナム国植物成長促進剤（コメとれーる）によるレジリエント

な高品質米生産促進にかかるビジネス化実証事業  

広島 丸善製薬株式会社 2024 年度 

過去 10 年間の総合計内訳 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鳥取

12件

17%

島根

11件

岡山

15件

21%

広島

25件

35%

山口

9件

12%

2015
年度

2016
年度

2017
年度

2018
年度

2019
年度

2020
年度

2021
年度

2022
年度

2023
年度

2024
年度

鳥取 2 2 2 1 1 0 1 2 0 0

島根 2 1 1 0 0 1 0 0 1 0

岡山 1 2 1 3 0 0 3 1 3 1

広島 3 3 2 2 2 0 1 1 1 3

山口 0 0 2 2 0 0 1 2 0 0

合計 8 8 8 8 3 1 6 6 5 4

0

3

6

9

0

2

4
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5. 開発教育支援・市民参加協力推進事業実績 

開発教育支援事業では、「世界をもっと知りたい！」「私にも出来る国

際協力って？」「途上国ってどんなところ？」など、児童・生徒や教育現

場で働く人に世界の問題や国際協力について知り、考えるためのプログ

ラムを多数用意。まずは自分の身の回りから、世界とのつながりを感じて

みましょう。 

● 国際協力出前講座 

● 研修員の学校訪問 

● 教師海外研修    

● JICA 中国施設訪問「国際理解教室」 

● 高校生国際協力体験プログラム 

● 中学生・高校生国際協力エッセイコンテスト 

 

（1） 国際協力出前講座 

過去 10 年間の対象者別内訳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
過去 10 年間の県別内訳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

途上国での生活やボランティア体験を学校現場に「出前」し、
異文化の空気を感じてもらう「国際協力出前講座」 

2015
年度

2016
年度

2017
年度

2018
年度

2019
年度

2020
年度

2021
年度

2022
年度

2023
年度

2024
年度

大学・専門学校生 2,517 2,214 2,058 1,660 1,638 1,680 1,880 1,404 1,931 1,909
高校生 5,881 3,717 5,083 6,599 6,178 5,127 2,694 3,786 3,649 2,018
中学生 4,222 5,550 3,977 3,337 4,999 4,307 5,319 2,503 3,069 2,657
小学生 2,412 2,217 2,030 1,768 1,791 1,009 388 951 385 138
その他 1,953 1,699 1,132 1,282 2,834 1,232 1,509 1,656 1,983 469

0

2,500

5,000

7,500（人数）大

学・

専門

学校

生
14%

高校

生
34%

中学

生
30%

小学

生
10%

その

他
12%

2015
年度

2016
年度

2017
年度

2018
年度

2019
年度

2020
年度

2021
年度

2022
年度

2023
年度

2024
年度

鳥取 1,254 857 812 626 657 503 731 672 766 306
島根 1,574 1,285 1,614 1,667 1,635 796 963 840 973 234
岡山 3,769 4,191 3,041 3,730 6,268 3,658 1,919 1,818 2,659 567
広島 8,188 6,700 6,924 6,552 7,514 5,325 4,812 4,334 4,417 4,213
山口 2,200 2,364 1,889 2,071 1,366 3,073 3,148 2,636 2,150 1,417

0

3,000

6,000

9,000
（人数）

鳥取
5% 島根

9%

岡山
24%

広島
45%

山口
17%

その

他
0%
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（2） ＪＩＣＡ中国施設訪問 

 

（3） 中学生・高校生エッセイコンテスト 

応募者数（中学生） 

 

2015年

度

2016年

度

2017年

度

2018年

度

2019年

度

2020年

度

2021年

度

2022年

度

2023年

度

2024年

度

見学者数 1,726 2,477 2,770 2,427 2,049 561 805 1,670 1,963 1,552
件数 49 51 62 52 48 20 25 39 47 42

0

20

40

60

80

0

1,000

2,000

3,000
（件数）（見学者数）

2015
年度

2016
年度

2017
年度

2018
年度

2019
年度

2020
年度

2021
年度

2022
年度

2023
年度

2024
年度

鳥取 121 53 94 55 93 28 8 17 1 1
島根 28 37 44 52 23 1 34 23 23 17
岡山 860 980 1127 964 252 178 412 306 193 202
広島 2146 2188 2587 1775 1479 1115 1836 1004 752 1108
山口 253 211 387 381 55 60 117 114 37 17
年度合計 3,408 3,469 4,239 3,227 1,902 1,382 2,407 1,464 1,006 1,345

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

0

500

1000

1500

2000

2500

3000 （年度合計）（県別人数）
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応募者数（高校生） 

 
  

2015
年度

2016
年度

2017
年度

2018
年度

2019
年度

2020
年度

2021
年度

2022
年度

2023
年度

2024
年度

鳥取 43 43 3 56 2 3 0 1 4 13
島根 31 19 23 1 18 0 2 3 2 10
岡山 888 606 621 524 597 544 563 752 645 807
広島 911 1160 1257 2130 898 120 495 504 453 108
山口 35 52 63 158 136 99 109 120 80 84
年度合計 1,908 1,880 1,967 2,869 1,651 766 1,169 1,380 1,184 1,022
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第2部 2024 年度 事業実績・参考資料 

1. 事業実績 

研修員受入実績 

技術研修員受入実績（2024 年 4 月～2025 年 3 月） 合計 467 名 

課題別研修 

 コース名 人数 受入国名 受入期間 実施機関 研修委託先 

1 2023 年度 海上保安政策プログ

ラム 

8 バングラデシュ、インドネシア（2）、

マレーシア、フィリピン（2）、スリラ

ンカ（2） 

2023 年 9 月 25 日～

2024 年 9 月 21 日 

海上保安庁  

政策研究 

大学院大学 

直営 

2 都市上水道維持管理（給・配水）

（B)  

6 エチオピア、ガンビア、ラオス、ネ

パール、セントビンセント・グレナデ

ィーン、ウクライナ 

2024 年 7 月 2 日～

2024 年 8 月 7 日 

広 島 市 水 道

局 

広 島 市 水 道

局 

3 乾燥地における持続可能で強靭

な農業のための土地・水・エネル

ギー管理 

10 エジプト（3）、エリトリア、エチオピ

ア、ヨルダン、スーダン、トルコ、ジ

ンバブエ（2） 

2024 年 7 月 16 日～

2024 年 11 月 13 日 

鳥取大学 鳥取大学 

4 中南米地域 排水処理技術 10 コスタリカ、メキシコ、ニカラグア、

パナマ、アルゼンチン、ボリビア、

ブラジル、エクアドル、ペルー、ウ

ルグアイ 

2024 年 9 月 4 日～

2024 年 10 月 25 日 

ひろしま国際

センター 

ひろしま国際

センター 

5 2024 年度 海上保安政策プログ

ラム 

8 インドネシア、マレーシア、フィリピ

ン、インド、モルディブ、スリラン

カ、パラオ、バングラデシュ 

2024 年 9 月 24 日～

2025 年 9 月 20 日 

海上保安庁  

政策研究 

大学院大学 

直営 

6 初中等教育課程における算数・

数学教育の質の向上 

8 ボリビア、ドミニカ共和国、エクアド

ル、エルサルバドル、グアテマラ、

パナマ、パラグアイ、ペルー 

2024 年 10 月 1 日～

2024 年 10 月 22 日 

岡山大学 岡山大学 

7 評価に基づく”子ども中心型授

業”の改善 

14 モンゴル、バングラデシュ、スリラ

ンカ、キリバス、セントビンセント、

エチオピア、ガーナ、マラウイ、ナ

イジェリア、南アフリカ共和国、ザ

ンビア、ブルキナファソ、モザンビ

ーク(2) 

2024 年 10 月 21 日～

2024 年 11 月 13 日 

広島大学 広島大学 

8 学びの改善のための教育政策策

定及び分析能力開発 

17 フィリピン、カンボジア、バングラデ

シュ、ネパール、パキスタン、パプ

アニューギニア、エチオピア、ガー

ナ、マラウイ、ソマリア、南アフリカ

共和国、ザンビア、ブルキナファ

ソ、マダガスカル、セネガル、キル

ギス、ウクライナ 

2024 年 10 月 23 日～

2024 年 11 月 27 日 

広島大学 広島大学 

9 初等算数カリキュラム開発 8 フィリピン、バングラデシュ、ガーナ

(2)、ナミビア、南アフリカ共和国、

ザンビア(2) 

2024 年 11 月 6 日～

2024 年 12 月 4 日 

広島大学 広島大学 

10 サヘル諸国・周辺国における地

方行政能力強化による政府と住

民間の信頼醸成 

9 ブルンジ、チャド、コートジボワー

ル、ﾏﾘ、モーリタニア（2）、ブルキ

ナファソ(3) 

2024 年 11 月 25 日～

2024 年 12 月 7 日 

ひろしま国際

センター  

ひろしま国際

センター 

11 道路維持管理（D) 4 エジプト、ウガンダ、ザンビア、モザ

ンビーク 

2025 年 1 月 7 日～

2025 年 2 月 20 日 

ひろしま国際

センター 

ひろしま国際

センター 

12 バイオマス利用技術 7 パキスタン、ベリーズ、アルゼンチ

ン、エチオピア、ルワンダ、トーゴ、

キューバ 

2025 年 1 月 14 日～

2025 年 2 月 13 日 

広島大学 広島大学 

13 中米統合機構加盟国向け ビジ

ネスを通じた女性のエンパワメント 

10 エルサルバドル、グアテマラ(2)、

コスタリカ、ドミニカ共和国(2)、ニ

カラグア、パナマ、ベリーズ、ホン

ジュラス 
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14 地方行政能力強化（紛争影響国

における地域社会再建） 

11 ウガンダ、エチオピア、スーダン

（2）、ソマリア、ナイジェリア、パキ

スタン、パレスチナ、リビア、南ス

ーダン（2） 

   

 小計 122 名    

国別研修 
 コース名 人数 受入国名 受入期間 実施機関 研修委託先 

1 地域社会再建にかかる地方行政

能力強化 

8 ソマリア 2024 年 5 月 12 日～

2024 年 6 月 8 日 

ひろしま国際

センター 

ひろしま国際

センター 

2 バンサモロ自治政府能力向上プ

ロジェクト研修 

8 フィリピン 2024 年 5 月 28 日～

2024 年 6 月 8 日 

ひろしま国際

センター 

ひろしま国際

センター 

3 土木工学科 5 東ティモール 2024 年 6 月 2 日～

2024 年 7 月 12 日 

山口大学 山口大学 

4 有機合成に関する研修

（SATREPS） 

1 マレーシア 2024 年 6 月 10 日～

2024 年 8 月 9 日 

広島大学 ひろしま国際

センター 

5 北東部州復興計画策定能力強

化 

10 ナイジェリア 2024 年 6 月 30 日～

2024 年 7 月 13 日 

ひろしま国際

センター 

ひろしま国際

センター 

6 SATREPS（短期）温室栽培試験 4 ウズベキスタン 2024 年 7 月 21 日～

2024 年 8 月 3 日 

鳥取大学 鳥取大学 

7 PRISM 第 3 回本邦研修 19 ルワンダ 2024 年 8 月 31 日～

2024 年 9 月 14 日 

内包化 パデコ 

8 自動車製造 4 メキシコ 遠隔①         

2024 年 9 月 5 日～

2024 年 9 月 19 日 

来日 

2024 年 9 月 25 日～

2024 年 11 月 14 日 

遠隔② 

2024 年 12 月 2 日～

2024 年 12 月 3 日 

マツダ株式会

社 

マツダ株式会

社 

9 廃棄物管理研修 12 イラク 遠隔        

2024 年 10 月 16 日～

2024 年 10 月 25 日 

来日 

2024 年 10 月 29 日～

2024 年 11 月 14 日 

ひろしま国際

センター 

ひろしま国際

センター 

10 工学・技術教育に関する日本の

高専手法の導入への協力 

6 マレーシア 2024 年 12 月 9 日～

2024 年 12 月 20 日 

独立行政法人

国立高等専門

学校機構広島

商船高等専門

学校 

独立行政法人

国立高等専門

学校機構広島

商船高等専門

学校 

11 短期フォローアップ研修 1 アフガニスタン 2024 年 12 月 10 日～

2025 年 3 月 31 日 

岡山大学 岡山大学 

12 河川計画策定能力強化 8 バングラデシュ 2025 年 1 月 20 日～

2025 年 1 月 31 日 

パシフィックコ

ンサルタンツ

株式会社 

パシフィックコ

ンサルタンツ

株式会社 

13 日本のプロセス産業における省エ

ネ制度と省エネ技術 

3 メキシコ 2025 年 1 月 26 日～

2025 年 2 月 8 日 

ADAPTEX 株

式会社 

ADAPTEX 株

式会社 

14 北部地域復興支援プロジェクト

（C/P 研修） 

14 エチオピア 2025 年 2 月 10 日～

2025 年 2 月 21 日 

アイ・シー・ネ

ット株式会社 

内包化 

15 メキシコ乾燥地農業技術研修プロ

グラム 

2 メキシコ 2025 年 3 月 25 日～

2025 年 10 月 10 日 

鳥取大学 鳥取大学 

 小計 105 名    
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青年研修 

 コース名 人数 受入国名 受入期間 実施機関 研修委託先 

1 環境管理（都市環境管理）B 13 モルディブ(5)、スリランカ(8) 2024 年 8 月 21 日～

2024 年 9 月 5 日 

宇 部 環 境 国

際協力協会 

宇 部 環 境 国

際協力協会 

2 地方行政・地域開発（住民参加

型の地域開発） 

10 ブータン 2024 年 11 月 5 日～

2024 年 11 月 21 日 

海士町 海士町 

3 防災とまちづくり B 9 パキスタン 2024 年 12 月 4 日～

2024 年 12 月 21 日 

ひろしま NPO

センター 

ひろしま NPO

センター 

4 ICT 推進による DX 実践 B 13 エチオピア、ガーナ、ナイジェリア、

ウガンダ、ジンバブエ(2)、サントメ

プリンシペ、キルギス(3)、トルクメ

ニスタン(3) 

2025 年 1 月 21 日～

2025 年 2 月 5 日 

山口大学 山口大学 

5 農業・農村開発 B 9 ウルグアイ(2)、チリ(2)、ホンジュ

ラス(2)、コロンビア(2)、ドミニカ共

和国 

2025 年 2 月 3 日～

2025 年 2 月 21 日 

ひろしま国際

センター 

ひろしま国際

センター 

6 職業訓練 B 12 アゼルバイジャン、エジプト(2)、コ

ソボ、ジョージア(2)、チュニジア、

ツバル(2)、トンガ(2)、パラオ 

2025 年 2 月 12 日～

2025 年 2 月 26 日 

ひろしま NPO

センター 

ひろしま NPO

センター 

 小計 66 名    

長期研修 
 コース名 人数 受入国名 受入期間 実施機関 研修委託先 

1 食糧安全保障のための農学ネッ

トワーク（Agri-Net）2020・山口大

学共同獣医学研究科・博士 

2 モンゴル、パレスチナ 2020 年 11 月 11 日～

2025 年 3 月 31 日 

山口大学 直営 

2 （国費）イノベーティブ・アジア

2020・第 4 バッチ・岡山大学環

境生命科学研究科・博士 

1 インドネシア 2021 年 9 月 12 日～

2025 年 3 月 31 日 

岡山大学 直営 

3 アフリカ型イノベーション振興・

JKUATPAUAU プロジェクト（フェー

ズ２）2020 岡山大学環境生命科

学研究科・博士 

1 ケニア 2021 年 6 月 30 日～

2024 年 9 月 30 日 

岡山大学 直営 

4 食糧安全保障のための農学ネッ

トワーク（Agri-Net）2020・鳥取大

学連合農学研究科・博士 

1 ブルキナファソ 2021 年 6 月 15 日～

2024 年 9 月 30 日 

鳥取大学 直営 

5 ABE2020・第 7 バッチ・山口大学

経済学研究科・修士 

1 エリトリア 2021 年 8 月 23 日～

2024 年 9 月 30 日 

山口大学 直営 

6 分子育種 G 1 スーダン 2021 年 6 月 16 日～

2024 年 9 月 30 日 

鳥取大学 直営 

7 気候変動 G 1 スーダン 2021 年 6 月 16 日～

2024 年 9 月 30 日 

鳥取大学 直営 

8 食糧安全保障のための農学ネッ

トワーク（Agri-Net）2020・鳥取大

学連合農学研究科・博士（2021

春） 

3 ザンビア、パレスチナ、ブルキナフ

ァソ 

2021 年 8 月 24 日～

2024 年 9 月 30 日 

鳥取大学 直営 

9 インドネシアにおける低炭素アフォ

ーダブル集合住宅の開発（都市

気象の将来予測） 

1 インドネシア 2021 年 6 月 16 日～

2024 年 9 月 30 日 

広島大学 直営 

10 ABE イ ニシア テ ィ ブ （ 2021～

2023 年度）・2021 年度・第 8 バ

ッチ・広島大学大学院人間社会

科学研究科（修士課程） 

1 エジプト 2021 年 9 月 1 日～

2024 年 7 月 1 日 

広島大学 直営 

11 PEACE2020・農・工・広島大学

先進理工系科学研究科 

2 アフガニスタン 2021 年 10 月 19 日～

2024 年 9 月 23 日 

広島大学 直営 
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12 PEACE2020・農・岡山大学環境

生命科学研究科 

4 アフガニスタン 2021 年 10 月 19 日～

2024 年 9 月 25 日 

岡山大学 直営 

13 PEACE2020・農・島根大学生物

資源科学研究科 

6 アフガニスタン 2021 年 10 月 19 日～

2024 年 9 月 22 日 

島根大学 直営 

14 PEACE2021・農・鳥取大学大学

院連合農学研究科（博士） 

1 アフガニスタン 2021 年 10 月 19 日～

2025 年 3 月 31 日 

鳥取大学 直営 

15 アフリカ型イノベーション振興・

JKUATPAUAU ネットワークプロジ

ェ ク ト （ Fhase2 ） (2020 ～ 25 ）

2021 年度_鳥取大学・博士 

1 ケニア 2021 年 10 月 27 日～

2025 年 3 月 31 日 

鳥取大学 直営 

16 SATREPS（長期）パリ協定による

2030 年目標に向けた高温多湿

気候下のインドネシアにおける低

炭素アフォーダブル集合住宅 

1 インドネシア 2022 年 2 月 25 日～

2024 年 9 月 30 日 

広島大学 直営 

17 科学技術イノベーション人材育成

（2021～2023 年度）2021 年

度・岡山大学環境生命科学研究

科・博士 

1 ケニア 2021 年 11 月 25 日～

2025 年 3 月 31 日 

岡山大学 直営 

18 食料安全保障のための農学ネッ

トワーク(Agri-Net)(2021～2023

年度)・2021 年度・広島大学(博

士課程) 

1 バングラデシュ 2022 年 4 月 13 日～

2025 年 9 月 30 日 

広島大学 直営 

19 SDGs グローバルリーダー（2021

～2023 年度）（中南米）・2021

年度・広島大学大学院先進理工

系科学研究科（博士課程） 

1 エクアドル 2021 年 11 月 10 日～

2025 年 3 月 31 日 

広島大学 直営 

20 SDGs グローバルリーダー（2021

～2023 年度）（東南アジア）・

2021 年度・広島大学人間社会

科学研究科（博士課程） 

1 カンボジア 2021 年 11 月 10 日～

2025 年 3 月 31 日 

広島大学 直営 

21 SDGs グローバルリーダー（2021

～2023 年度）（大洋州）・2021

年度・広島大学大学院人間社会

科学研究科（博士課程） 

1 パプアニューギニア 2021 年 11 月 12 日～

2025 年 9 月 30 日 

広島大学 直営 

22 SDGs グローバルリーダー（2021

～2023 年度）（南アジア）・2021

年度・広島大学人間社会科学研

究科（博士課程） 

1 パキスタン 2021 年 11 月 15 日～

2025 年 3 月 31 日 

広島大学 直営 

23 イノベーティブ・アジア 2021 年

度・第 5 バッチ・岡山大学環境生

命科学研究科・博士 

1 ベトナム 2021 年 11 月 15 日～

2025 年 3 月 31 日 

岡山大学 直営 

24 SDGs グローバルリーダー（2021

～2023 年度）（アフリカ）・2021

年度・広島大学大学院先進理工

系科学（博士課程） 

1 マラウイ 2021 年 11 月 24 日～

2025 年 3 月 31 日 

広島大学 直営 

25 SDGs グローバルリーダー（2021

～2023 年度）（アフリカ）・2021

年度・広島大学大学院人間社会

科学研究科（博士課程） 

4 ギニアビサウ、セネガル、モザンビ

ーク、レソト 

2021 年 11 月 10 日～

2025 年 9 月 30 日 

広島大学 直営 

26 食料安全保障のための農学ネッ

トワーク(Agri-Net)(2021～2023

年度)・2021 年度・広島大学(博

士課程 

1 ミャンマー 2021 年 11 月 26 日～

2025 年 9 月 30 日 

広島大学 直営 

27 ABE イ ニシア テ ィ ブ （ 2021～

2023 年度）・2021 年度・第 8 バ

ッチ・島根大学自然科学研究科

（修士課程） 

1 ナイジェリア 2022 年 3 月 16 日～

2024 年 6 月 1 日 

島根大学 直営 

28 ミャンマー農業セクター中核人材

育成（フェーズ 2）2021・広島大

学先進理工系科学研究科・修士 

2 ミャンマー 2022 年 4 月 14 日～

2024 年 9 月 30 日 

広島大学 直営 

29 JISR2021 第 5 バッチ・広島大学

先進理工系科学研究科 

1 シリア 2021 年 11 月 13 日～

2024 年 9 月 30 日 

広島大学 直営 



18 
 

30 科学技術イノベーション人材育成

（2021～2023 年度）2021 年

度・鳥取大学工学研究科・博士 

1 ケニア 2022 年 5 月 18 日～

2025 年 3 月 31 日 

鳥取大学 直営 

31 子どもの学びの改善（2021～

2023）・博士 

1 ザンビア 2022 年 5 月 18 日～

2025 年 3 月 31 日 

広島大学 直営 

32 PEACE2021・工・広島大学先進

理工系科学研究科 

4 アフガニスタン 2022 年 5 月 12 日～

2025 年 3 月 31 日 

広島大学 直営 

33 PEACE2021・農・岡山大学環境

生命科学研究科 

2 アフガニスタン 2022 年 5 月 12 日～

2025 年 3 月 31 日 

岡山大学 直営 

34 SDGs グローバルリーダー（2021

～2023 年度）（南アジア）・2021

年度・広島大学人間社会科学研

究科（博士課程） 

1 パキスタン 2022 年 5 月 18 日～

2025 年 3 月 31 日 

広島大学 直営 

35 アジア地域投資促進・産業振興

(2022～2023 年度)・2022 年

度・山口大学(修士課程) 

1 ラオス 2022 年 9 月 14 日～

2025 年 3 月 31 日 

山口大学 直営 

36 ABE イ ニシア テ ィ ブ （ 2021～

2023 年度）・2022 年度・第 9 バ

ッチ・山口大学技術経営研究科・

修士 

3 ベナン、ウガンダ、リビア 2022 年 9 月 18 日～

2025 年 3 月 31 日 

山口大学 直営 

37 食糧安全保障のための農学ネッ

トワーク(Agri-Net)(2021～2023

年度)・2022 年度・鳥取大学(博

士課程) 

2 スーダン、ジンバブエ 2022 年 9 月 7 日～

2025 年 9 月 30 日 

鳥取大学 直営 

38 食糧安全保障のための農学ネッ

トワーク(Agri-Net)(2021～2023

年度)・2022 年度・山口大学農

学研究科(修士課程) 

2 ギニア 2022 年 9 月 7 日～

2025 年 3 月 31 日 

山口大学 直営 

39 食糧安全保障のための農学ネッ

トワーク(Agri-Net)(2021～2023

年度)・2022 年度・山口大学共

同獣医学研究科(博士課程) 

1 パレスチナ 2022 年 9 月 7 日～

2026 年 9 月 30 日 

山口大学 直営 

40 子どもの学びの改善プログラム

（2021～2023 年度）・2022 年

度・広島大学人間社会科学研究

科 ・修士 

7 カンボジア(5)、エチオピア(2) 2022 年 9 月 14 日～

2024 年 9 月 30 日 

広島大学 直営 

41 科学技術イノベーション人材育成

（2021～2023 年度）2022 年

度・鳥取大学 工学研究科・博士 

1 ケニア 2022 年 9 月 13 日～

2025 年 9 月 30 日 

鳥取大学 直営 

42 食糧安全保障のための農学ネッ

トワーク(Agri-Net)(2021～2023

年度)・2022 年度・山口大学共

同獣医学研究科(博士課程) 

1 ルワンダ 2022 年 9 月 14 日～

2027 年 3 月 31 日 

山口大学 直営 

43 持続可能な都市開発（2021～

2023 年度）・2022 年度・広島大

学先進理工系科学研究科・博士 

1 インド 2022 年 9 月 21 日～

2025 年 9 月 30 日 

広島大学 直営 

44 SDGs グローバルリーダー（2022

～2023 年度）（中南米）・2022

年度・広島大学大学院先進理工

系科学研究科・博士 

1 キューバ 2022 年 9 月 22 日～

2026 年 3 月 31 日 

広島大学 直営 

45 SDGs グローバルリーダー（2022

～2023 年度）（中南米）・2022

年度・広島大学大学院人間社会

科学研究科・修士 

3 ドミニカ共和国、ブラジル、ペルー 2022 年 9 月 29 日～ 

2025 年 3 月 31 日 

広島大学 直営 

46 SDGs グローバルリーダー（2021

～2023 年度）（アフリカ）・2022

年度・鳥取大学工学研究科・博

士 

1 ケニア 2022 年 9 月 28 日～

2025 年 9 月 30 日 

鳥取大学 直営 

47 SDGs グローバルリーダー（2021

～2023 年度）（大洋州）・2022

年度・広島大学先進理工系科学

研究科・修士 

1 パプアニューギニア 2022 年 10 月 5 日～

2025 年 3 月 31 日 

広島大学 直営 
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48 ABE イ ニシア テ ィ ブ （ 2021～

2023 年度）・2022 年度・第 9 バ

ッチ・広島大学大学院人間社会

科学研究科・修士 

4 エジプト(2)、ナイジェリア(2) 2022 年 10 月 5 日～

2025 年 9 月 30 日 

広島大学 直営 

49 ABE イ ニシア テ ィ ブ （ 2021～

2023 年度）・2022 年度・第 9 バ

ッチ・県立広島大学大学院総合

学術研究科・修士 

1 ルワンダ 2022 年 10 月 7 日～

2025 年 3 月 31 日 

県 立 広 島 大

学 

直営 

50 科学技術イノベーション人材育成

（2021～2023 年度）2022 年

度・山口大学創成科学研究科・

博士 

1 東ティモール 2022 年 10 月 20 日～

2026 年 3 月 31 日 

山口大学 直営 

51 JISR2022 第 6 バッチ・広島大学

先進理工系科学研究科 

2 シリア 2022 年 12 月 14 日～

2025 年 9 月 30 日 

広島大学 直営 

52 （連携方式）道路アセットマネジメ

ント技術の中核人材育成（2021

～2023 年度）・2022 年度・広島

大学先進理工系科学研究科・修

士 

1 フィリピン 2023 年 3 月 26 日～ 

2025 年 3 月 31 日 

広島大学 直営 

53 （連携方式）ユニバーサル・ヘル

ス・カバレッジ（UHC）保険医療  

1 バングラデシュ 2023 年 3 月 26 日～

2026 年 3 月 31 日 

広島大学 直営 

54 （連携方式）気候変動対策中核

人 材 育成 プログ ラ ム (2022～

2023 年度)・2022 年度・広島大

学・博士 

3 インドネシア（2）、ベトナム 2023 年 3 月 27 日～

2026 年 10 月 1 日 

広島大学 直営 

55 （連携方式）SDGs グローバルリー

ダー（2021～2023 年度）（大洋

州）・2023 年度・広島大学人間

社会科学研究科・修士 

2 キリバス 2023 年 9 月 17 日～

2026 年 3 月 31 日 

広島大学 直営 

56 (連携方式)アジア地域投資促

進・産業振興（2022－2023 年

度）・2023 年度・山口大学創成

科学研究科・博士 

1 ラオス 2023 年 9 月 10 日～

2026 年 9 月 30 日 

山口大学 直営 

57 （連携方式）ABE イニシアティブ

（2021～2023 年度）・2023 年

度・第 10 バッチ・山口大学技術

経営研究科・修士 

1 ナイジェリア 2023 年 9 月 9 日～

2026 年 3 月 31 日 

山口大学 直営 

58 （連携方式）ABE イニシアティブ

（2021～2023 年度）・2023 年

度・第 10 バッチ・広島大学人間

社会科学研究科・修士 

4 ケニア、ガーナ（2）、エジプト 2023 年 9 月 17 日～

2026 年 9 月 30 日 

広島大学 直営 

59 （連携方式）SDGs グローバルリー

ダー（2021～2023 年度）（アフリ

カ）・2023 年度・広島大学人間

社会科学研究科・修士 

1 ジャマイカ 2023 年 9 月 23 日～

2026 年 3 月 31 日 

広島大学 直営 

60 SDGs グローバルリーダー（2021

～2023 年度）（中南米）・2023

年度・広島大学大学院スマートソ

サイエティ実践科学研究院 

1 ペルー 2023 年 9 月 17 日～

2027 年 3 月 31 日 

広島大学 直営 

61 （連携方式）SDGs グローバルリー

ダー（2021～2023 年度）（アフリ

カ）・2023 年度・広島大学人間

社会科学研究科・修士 

2 モーリシャス 2023 年 9 月 22 日～

2026 年 3 月 31 日 

広島大学 直営 

62 （連携方式）SDGs グローバルリー

ダー（2021～2023 年度）（アフリ

カ）・2023 年度・広島大学人間

社会科学研究科・博士 

1 ナイジェリア 2023 年 9 月 16 日～

2026 年 9 月 30 日 

広島大学 直営 

63 （連携方式）ABE イニシアティブ

（2021～2023 年度）・2023 年

度・第 10 バッチ・広島大学総合

生命科学研究科・修士 

2 ケニア 2023 年 9 月 16 日～

2026 年 9 月 30 日 

広島大学 直営 
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64 （連携方式）ABE イニシアティブ

（2021～2023 年度）・2023 年

度・第 10 バッチ・県立広島大学

総合学術研究科・修士 

1 モロッコ 2023 年 9 月 23 日～

2026 年 3 月 31 日 

県 立 広 島 大

学 

直営 

65 （連携方式）持続可能な都市開

発（2021～2023 年度）・2023

年度・広島大学先進理工系科学

研究科・修士 

1 フィリピン 2023 年 9 月 18 日～

2025 年 9 月 30 日 

広島大学 直営 

66 (連携方式)食料安全保障のため

の 農 学 ネ ッ ト ワ ー ク (Agri-

Net)(2021-2023 年度)・2023

年度・広島大学統合生命科学研

究科・博士 

1 ナイジェリア 2023 年 9 月 16 日～

2027 年 3 月 31 日 

広島大学 直営 

67 SDGs グローバルリーダー（2021

～2023 年度）（東南アジア）・

2023 年度・山口大学経済学研

究科・修士 

1 フィリピン 2023 年 9 月 9 日～

2026 年 3 月 31 日 

山口大学 直営 

68 食料安全保障のための農学ネッ

トワ ーク (Agri-Net)(2021-2023

年度)・2023 年度・島根大学自

然科学研究科・修士 

1 ザンビア 2023 年 9 月 17 日～

2025 年 9 月 30 日 

島根大学 直営 

69 （連携方式）SDGs グローバルリー

ダー（2021～2023 年度）（アフリ

カ）・2023 年度・鳥取大学共同

獣医学研究科・博士 

1 ガーナ 2023 年 9 月 17 日～

2028 年 3 月 31 日 

鳥取大学 直営 

70 （連携方式）子どもの学びの改善

プログラム（2021～2023 年度）・

2023 年度秋・広島大学人間社

会科学研究科・修士 

13 カンボジア（5）、エチオピア、バン

グラデシュ（3）、ザンビア（2）、ル

ワンダ（2） 

2023 年 9 月 16 日～

2025 年 9 月 30 日 

広島大学 直営 

71 （連携方式）JISR2023 第 7 バッ

チ・広島大学先進理工系科学研

究科 

2 シリア 2023 年 11 月 26 日～

2026 年 9 月 30 日 

広島大学 直営 

72 SDGs グローバルリーダー（2021

～2023 年度）（アフリカ）・2023

年度・岡山大学環境生命科学研

究科・博士 

1 ケニア 2023 年 9 月 17 日～

2026 年 9 月 30 日 

岡山大学 直営 

73 SDGs グローバルリーダー（2021

～2023 年度）（アフリカ）・2023

年度・岡山大学大学院社会文化

科学研究科・博士 

1 南スーダン 2023 年 9 月 16 日～

2026 年 9 月 30 日 

岡山大学 直営 

74 （連携方式）ABE イニシアティブ

（2021～2023 年度）2023 年度

第 10 バッチ広島大学大学院人

間社会科学研究科国際教育開

発プログラム・修士 

1 モザンビーク 2023 年 9 月 16 日～

2026 年 9 月 30 日 

広島大学 直営 

75 ABE イ ニシア テ ィ ブ （ 2021～

2023 年度）・2023 年度・第 10

バッチ・岡山大学大学院環境生

命科学研究科・修士 

1 ケニア 2023 年 9 月 16 日～

2026 年 9 月 30 日 

岡山大学 直営 

76 （ 連 携 方 式 ） 宇 宙 人 材 育 成

（2021～2023 年度）・2023 年

度・山口大学大学院創成科学研

究科・修士（2024 春)修士 

1 インドネシア 2024 年 3 月 22 日～

2026 年 3 月 31 日 

山口大学 直営 

77 （連携方式）ユニバーサル・ヘル

ス・カバレッジ(UHC)保健医療人

材・2023・広島大学医系科学研

究科・修士（2024 春） 

1 カンボジア 2024 年 3 月 22 日～

2026 年 3 月 31 日 

広島大学 直営 

78 （連携方式）ユニバーサル・ヘル

ス・カバレッジ(UHC)保健医療人

材・2023・広島大学医系科学研

究科・博士（2024 春） 

2 バングラデシュ 2024 年 3 月 22 日～

2027 年 3 月 31 日 

広島大学 直営 

79 （連携方式）道路アセットマネジメ

ント技術の中核人材育成（2021

～2023 年度）・2023・広島大学

1 パキスタン 2024 年 3 月 20 日～

2027 年 3 月 31 日 

広島大学 直営 
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先進理工系科学・博士（2024

春） 

80 （連携方式）子どもの学びの改善

プログラム（2021～2023 年度）・

2023 年度・広島大学・人間社会

科学研究科・修士（2024 春） 

1 エチオピア 2024 年 3 月 21 日～

2024 年 5 月 22 日 

広島大学 直営 

81 （連携方式）科学技術イノベーシ

ョン人材育成（2024～2026 年

度）2024 秋・山口大学創成科学

研究科・博士 

1 東ティモール 2024 年 9 月 9 日～

2028 年 3 月 31 日 

山口大学 直営 

82 (連携方式)SDGs グローバルリー

ダー（2024-2026 年度）（東南ア

ジア）・2024年度・山口大学創成

科学研究科・博士 

2 東ティモール、ラオス 2024 年 9 月 9 日～

2028 年 3 月 31 日 

山口大学 直営 

83 (連携方式)食料安全保障のため

の 農 学 ネ ッ ト ワ ー ク (Agri-

Net)(2024-2026 年度)・2024

年度・山口大学 創成科学研究

科・修士 

1 モザンビーク 2024 年 9 月 11 日～

2027 年 3 月 31 日 

山口大学 直営 

84 （連携方式）SDGs グローバルリ

ーダー（2024-2026年度）（大洋

州）・2024 年度・広島大学大学

院人間社会科学研究科・博士 

1 キリバス 2024 年 9 月 22 日～

2028 年 3 月 31 日 

広島大学 直営 

85 (連携方式)SDGs グローバルリー

ダー（2024-2026 年度）（東南ア

ジア）・2024年度・山口大学経済

学研究科・修士 

1 フィリピン 2024 年 9 月 23 日～

2026 年 9 月 30 日 

山口大学 直営 

86 （連携方式）ABE イニシアティブ

（2024 年度）・2024 年度・第 11

バッチ・岡山大学大学院医歯薬

学総合研究科・修士 

1 モロッコ 2024 年 9 月 23 日～

2027 年 9 月 30 日 

岡山大学 直営 

87 （連携方式）SDGs グローバルリー

ダー（2024-2026 年度）（アフリ

カ）・2024 年度・広島大学先進

理工系科学研究科・修士 

1 カメルーン 2024 年 9 月 23 日～

2027 年 3 月 31 日 

広島大学 直営 

88 （連携方式）SDGs グローバルリー

ダー（2024-2026 年度）（アフリ

カ）・2024 年度・広島大学統合

生命科学研究科・博士 

1 カメルーン 2024 年 9 月 23 日～

2028 年 3 月 31 日 

広島大学 直営 

89 （連携方式）ABE イニシアティブ

（2024 年度）・2024 年度・第 11

バッチ・広島大学大学院人間社

会科学研究科・修士 

3 ガーナ、ジブチ、タンザニア 2024 年 9 月 23 日～

2027 年 9 月 30 日 

広島大学 直営 

90 （連携方式）インド工科大学ハイ

デラバード校日印産学研究ネット

ワーク 2024 秋・島根大学自然科

学研究科・博士 

1 インド 2024 年 9 月 24 日～

2028 年 3 月 31 日 

島根大学 直営 

91 （連携方式）ABE イニシアティブ

（2024 年度）・2024 年度・第 11

バッチ・広島大学先進理工系科

学研究科・修士 

1 アルジェリア 2024 年 9 月 24 日～

2027 年 9 月 30 日 

広島大学 直営 

92 （連携方式）子どもの学びの改善

プログラム（2024～2026 年度）・

2024 秋・広島大学人間社会科

学研究科・修士 

8 ガーナ、エチオピア、バングラデシ

ュ、カンボジア(5) 

2024 年 9 月 25 日～

2026 年 9 月 30 日 

広島大学 直営 

93 (連携方式)食料安全保障のため

の 農 学 ネ ッ ト ワ ー ク (Agri-

Net)(2024-2026 年度)・2024

年度・広島大学 先進理工系科

学研究科・博士 

1 ケニア 2024 年 9 月 25 日～

2028 年 3 月 31 日 

広島大学 直営 
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94 （連携方式）SDGs グローバルリ

ーダー（2024-2026年度）（東南

アジア）・2024 年度・広島大学大

学院人間社会科学研究科・修士 

1 インドネシア 2024 年 9 月 25 日～

2027 年 3 月 31 日 

広島大学 直営 

95 （連携方式）SDGs グローバルリ

ーダー（2024-2026年度）（東南

アジア）・2024 年度・広島大学大

学院人間社会科学研究科・博士 

2 カンボジア、ラオス 2024 年 9 月 25 日～

2028 年 3 月 31 日 

広島大学 直営 

96 （連携方式）SDGs グローバルリ

ーダー（2024-2026年度）（中南

米）・2024 年度・広島大学大学

院人間社会科学研究科・博士 

1 コスタリカ 2024 年 9 月 25 日～

2028 年 3 月 31 日 

広島大学 直営 

97 （連携方式）ABE イニシアティブ

（2024 年度）・2024 年度・第 11

バッチ・広島大学統合生命科学

研究科・修士 

1 モザンビーク 2024 年 9 月 25 日～

2027 年 9 月 30 日 

広島大学 直営 

98 （連携方式）持続可能な都市開

発（2024～2026 年度）・2024

秋・広島大学大学院先進理工系

科学研究科・修士 

1 インドネシア 2024 年 9 月 26 日～

2026 年 9 月 30 日 

広島大学 直営 

99 （連携方式）SDGs グローバルリ

ーダー（2024-2026年度）（大洋

州）・2024 年度・広島大学大学

院人間社会科学研究科・修士 

1 フィジー 2024 年 9 月 26 日～

2027 年 3 月 31 日 

広島大学 直営 

100 （連携方式）ABE イニシアティブ

（2024 年度）・2024 年度・第 11

バッチ・山口大学経済学研究科・

修士 

1 ルワンダ 2024 年 11 月 13 日～

2027 年 9 月 30 日 

山口大学 直営 

101 （連携方式）SDGs グローバルリー

ダー（2024-2026 年度）（アフリ

カ）・2024 年度・広島大学大学

院人間社会科学研究科・博士 

1 南スーダン 2025 年 3 月 26 日～

2028 年 9 月 30 日 

広島大学 直営 

102 （連携方式）ユニバーサル・ヘル

ス・カバレッジ(UHC)(2024-2026

年度)・2025 春・広島大学・医系

科学研究科・修士 

2 カンボジア、ブータン 2025 年 3 月 26 日～

2027 年 3 月 31 日 

広島大学 直営 

103 （連携方式）ユニバーサル・ヘル

ス・カバレッジ(UHC)(2024-2026

年度)・2025 春・広島大学・医系

科学研究科・博士 

1 バングラデシュ 2025 年 3 月 26 日～

2028 年 3 月 31 日 

広島大学 直営 

104 （連携方式）子どもの学びの改善

プログラム（2024～2026 年度）・

2025 春・広島大学人間社会科

学研究科・修士 

2 カンボジア、南アフリカ共和国 2025 年 3 月 26 日～

2027 年 3 月 31 日 

広島大学 直営 

 小計 176 名    

日系研修 

 コース名 
人

数 
受入国名 受入期間 実施機関 研修委託先 

1 日本式の高品質肉牛生産のため

の効率的・効果的な生産、繁殖、

健康管理 

1  ボリビア 2024 年 5 月 12 日～

2025 年 2 月 7 日 

山口大学 山口大学 

2 伝統的産品を活用した地域ブラ

ンドの創出と地域の活性化 

1  ブラジル 2024 年 5 月 12 日～

2024 年 11 月 15 日 

ひろしま国際

センター 

ひろしま国際

センター 

3 日本の食文化（お好み焼き）の継

承による日系社会の活性化 

1  ブラジル 2024 年 5 月 12 日～

2024 年 6 月 8 日 

ひろしま国際

センター 

ひろしま国際

センター 

4 日本社会におけるビジネススキル

の習得及び日系アイデンティティ

の涵養 

1 ブラジル 2024 年 6 月 16 日～

2024 年 12 月 13 日 

島根県 島根県 
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5 日系社会地域資源の保存技術と

活用-日系社会の歴史の保存- 

1 ブラジル 2024 年 7 月 21 日～

2024 年 8 月 17 日 

吉備国際大

学 

吉 備 国 際 大

学 

6 日系ブラジル人散在地域におけ

る日本語教室等、巡回訪問を通

した日本語教育・居場所づくり支

援、及び多文化共生プログラムの

促進 

1 ブラジル 2024 年 10 月 6 日～

2025 年 3 月 7 日 

ひろしま NPO

センター 

ひろしま NPO

センター 

7 幼児保育・教育 1 ペルー 2024 年 10 月 6 日～

2025 年 1 月 31 日 

出雲市 出雲市 

8 日系アイデンティティの涵養を通

じた日系団体の活性化 

1 ブラジル 2025 年 1 月 19 日～

2025 年 2 月 4 日 

島根県 島根県 

 小計 8 名    

招へい事業 

2024 年度は実施無し 
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JICA 海外協力隊新規派遣実績 

（1） 長期案件新規派遣実績（出発前表敬訪問者数） 

青年海外協力隊     合計 43 名 

出身県 派遣国 職 種 

広島県 ガボン 看護師 

広島県 タンザニア 体育 

広島県 ベナン 看護師 

広島県 パラオ 小学校教育 

広島県 キルギス 理学療法士 

広島県 ペルー 観光 

広島県 ドミニカ共和国 コミュニティ開発 

広島県 ガーナ 小学校教育 

広島県 コロンビア 青少年活動 

岡山県 エクアドル コミュニティ開発 

岡山県 セルビア 剣道 

岡山県 ガーナ 障害児・者支援 

岡山県 マーシャル 小学校教育 

岡山県 ベトナム コミュニティ開発 

岡山県 コスタリカ 日本語教育 

岡山県 カンボジア 体育 

岡山県 コスタリカ 環境教育 

岡山県 タイ 観光 

岡山県 グアテマラ 野球 

岡山県 ペルー 野球 

岡山県 エクアドル コミュニティ開発 

岡山県 セルビア 剣道 

山口県 マレーシア 青少年活動 

山口県 ラオス コミュニティ開発 

山口県 ラオス 水質調査 

山口県 マラウイ 臨床検査技師 

山口県 サモア 獣医・衛生 

山口県 ザンビア 公衆衛生 

山口県 エチオピア 小学校教育 

山口県 ウガンダ コミュニティ開発 

   

   

   

山口県 ペルー 日本語教育 

山口県 ペルー 青少年活動 

山口県 ザンビア コミュニティ開発 

山口県 セルビア 障害児・者支援 

山口県 ジンバブエ コミュニティ開発 

島根県 ブータン コミュニティ開発 

島根県 ボリビア 環境教育 

島根県 ラオス 陸上競技 

島根県 ガーナ 障害児・者支援 

鳥取県 トンガ 栄養士 

鳥取県 ケニア 数学教育 

鳥取県 カメルーン 小学校教育 

鳥取県 スリランカ 環境教育 

鳥取県 セルビア 障害児・者支援 

鳥取県 コロンビア ソーシャルワーカー 

山口県 ペルー 青少年活動 

山口県 ザンビア コミュニティ開発 

山口県 セルビア 障害児・者支援 

山口県 ジンバブエ コミュニティ開発 

島根県 ブータン コミュニティ開発 

島根県 ボリビア 環境教育 

島根県 ラオス 陸上競技 

島根県 ガーナ 障害児・者支援 

鳥取県 トンガ 栄養士 

鳥取県 ケニア 数学教育 

鳥取県 カメルーン 小学校教育 
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シニア青年海外協力隊                合計 1 名 

出身県 派遣国 職 種 

岡山県 エクアドル 小学校教育 

日系社会青年海外協力隊       合計 2 名 

出身県 派遣国 職 種 

岡山県 ブラジル 病院運営 

山口県 ブラジル 作業療法士 

日系社会シニア青年海外協力隊      合計 0 名 

 

（2）  短期案件新規派遣実績（データベースの出身県に基づき算出） 

2024 年度は実施無し 

 

（3） 連携案件新規派遣実績（出発前表敬訪問者数） 

連携新規       合計 1 名 

 

 

 

 

 

 

 

出身県 派遣国 職 種 

   

団 体 派遣国 職 種 

海士町 ブータン コミュニティ開発 
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市民向け事業実績 

 2024 年度は、コロナ以降再び活発になった国内外の人の往来を受け、 

海外を改めて身近に感じて頂くと同時に、周りに暮らす様々な文化背景の 

人たちとの多文化共生を意識し、参加者が気軽に参加できるテーマ・形式 

での企画に取り組みました。  

「多文化共生」での企画では、広島県広島市で毎年開催される 

国際フェスタ、トークショーゲストに、日本で活躍される海外出身の 

俳優の森崎ウィン氏をお招きし、移住当事者である森崎さんと、 

日本で、海外で、多文化共生に取り組むゲストらが、率直な想いを語り、 

意見交換をしました。ウクライナをはじめ、世界で起こる紛争が継続する中、 

2025 年、日本が終戦 80 年、広島は被爆 80 年を迎えるにあたり、JICA 中国食堂での世界の難民の味フェアと難民パネル展、

紛争経験国の JICA 留学生によるＨＩＲＯＳＨＩＭＡピーストーク、平和記念公園をガイドするユースピースボランティアと JICA 留学生

の交流などを引き続き実施した他、広島出身のＪＩＣＡ海外協力隊員が 

中心となって派遣国で実施してきた原爆展を広島の市民に伝える企画を 

実施した他、新聞での平和へのメッセージリレーも開始しました。 

また、若年層の国際協力・交流への関心を高めるべく、 

大学生フィールドワーク合宿プログラムは、「国際協力×地方創生」を 

テーマとして広島県尾道市因島で、「国際協力×教育」をテーマとして 

岡山県英田郡西粟倉村で、それぞれ実施したほか、開発教育プログラム 

である高校生プログラム参加の高校生と大学生フィールドワーク合宿参加の 

大学生の交流機会を用意し、近しい年齢層の若者の交流を促進することで、 

国際協力を様々な視点で身近に感じる機会を設けました。 
実施件数 55 件 

参加人数 4,827 名 

  

島根県 

市町村 事業名 実施日 会場 主催 共催 後援 

出雲市 「わかあゆの里→世界フェ

アトレードデー」ブース出展 

5 月 12 日 わかあゆの里キャ

ンプ場 

しまねフェアトレー

ドラボ 

 島根県青年海外

協力隊 OV 会 

松江市 JICA グローバルキャリアセ

ミナー 

5 月 29 日 島根大学教育学部

棟 1 階 グローバル

コモンズ 

島根大学国際セ

ンター 

JICA 中国  

松江市 国際×○○～自分の切り

口はなんだろう？～ 

助産師の仕事って？ 

～日本と海外の違い～ 

7 月 19 日 オンライン JICA 中国   

出雲市 世界とつながろう 

～パラオ編～ 

8 月 21 日 高松コミュニティセ

ンター 

いずも多文化ひろ

ば 

 JICA 中国 

大学生フィールドワーク合宿の様子 

JICA 研修員とユースピースボランティアの交流の様子 
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出雲市 サマースクール「ニジイロ」 9 月 16 日 わかあゆの里キャ

ンプ場 

こどもサポートプロ

ジェクト 

 （公財）しまね国

際センター、島根

大学、JICA 中国 

松江市 国際×○○～自分の切り

口はなんだろう？～ 

外国ルーツの子どもたちに

必要なコト 

10 月 11 日 オンライン JICA 中国   

浜田市 島根県立大学「海遊祭」ブ

ース出展 

10 月 13 日～

14 日 

島根県立大学 島根県立大学 島根県立大学浜

田キャンパス学友

会第 25 期海遊

祭実行部 

 

隠岐郡 11 月ブータン月間 

写真展・街歩き・交流イベ

ント 

11 月 2 日～

11 月 17 日 

島根県隠岐郡海士

町・知夫村・西ノ島

町 

JICA 中国   

隠岐郡 「産業文化祭」ブース出展 11 月 17 日 隠岐神社外苑 JICA 中国   

松江市 高大連携 クリスマス交流

会 

12 月 22 日 松江市国際交流会

館 

JICA 中国 島根県教育庁  

松江市 農業・土壌・環境の学びど

んな未来が待ってる？ 

社会人のリアルなキャリア

ストーリーを聞いてみよう 

1 月 15 日 松江農林高校 島根県教育庁、

JICA 中国 

  

浜田市 浜田こどもアンデパンダン

展 タイアップ企画 ワール

ド★サロン 

2 月 11 日 浜田市こども美術

館 

浜田市こども美術

館 

JICA 中国  

隠岐郡 JICA 世界一周トーク （オ

ンライン） 

2 月 22 日 海士町役場 JICA 中国   

出雲市 いずも多文化ひろば 2 月 24 日 アクティーひかわ いずも多文化ひろ

ば実行委員会、 

多文化”結”の

会、出雲市 

 島根大学/在名

古屋ブラジル総

領事館/JICA 中

国 

隠岐郡 帰国グローカルプログラム 

JICA アフリカトーク 

3 月 10 日 海士町役場 JICA 中国   

隠岐郡 おいでよ！なぎなぎディス

カッション  

～アフリカ編～ 

3 月 10 日 隠岐國学習センタ

ー 

JICA 中国   

隠岐郡 おいでよ！なぎなぎディス

カッション  

～ソロモン編～（オンライ

ン） 

3 月 20 日 隠岐國学習センタ

ー 

JICA 中国   
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岡山県 

市町村 事業名 実施日 会場 主催 共催 後援 

岡山市 岡山ユニセフ協会講演会 

永遠璃マリールイズさんが

語る戦争と平和 

ルワンダ虐殺から 30 年～

人はなぜ殺し合うのか～ 

5 月 22 日 きらめきプラザ 岡山ユニセフ協

会 

 JICA 中国 

岡山市 国際貢献活動事例発表会 8 月 2 日 岡山県国際交流セ

ンター 

岡山発国際貢献

推進協議会 

 岡山県 

岡山市 「おかやま SDGs フェア」ワ

ークショップ 

8 月 6 日 岡山コンベンション

センター 

おかやま SDGs フ

ェア実行委員会 

 JICA 中国 

岡山市 「おかやま環境教育ミーテ

ィング」ブース出展 

9 月 23 日 岡山国際交流セン

ター 

おかやま環境教

育ミーティング実

行委員会、岡山

県、岡山県環境

保全事業団 

  

勝田郡 「奈義国際フェスティバル」

ブース出展 

10 月 6 日 那岐山麗山の駅 奈義町   

倉敷市 「倉敷国際ふれあい広場

2024」ブース出展 

10 月 13 日 倉敷市芸文館・友

好の広場 

倉敷国際ふれあ

い広場 2024 実

行委員会 

  

岡山市 「国際 NGO 貢献フェア」パ

ネル展示 

10 月 16 日～

10 月 30 日 

岡山県国際交流セ

ンター 

岡山県国際交流

協会 

岡山県国際団体

協議会 

 

岡山市 おかやま WORLD FESTA

多文化共生フットサル大会 

12 月 21 日 岡山ドーム （公財）橋本財団  岡山県、岡山市、

一般社団法人フ

ァジアー岡山スポ

ーツクラブ、The 

WORLD Kitchen

実行委員会 

岡山市 「次世代おかやま「夢育」ネ

ットワーク事業 PBL フォー

ラム」ブース出展 

12 月 25 日 ノートルダム清心女

子大学 

岡山県教育委員

会 

  

勝田郡 「奈義 SDGｓのつどい『未来

を創るひとづくり』」 

ブース出展 

2 月 22 日 奈義町文化センタ

ー 

なぎ SDGs 実行

委員会、（一社）

なぎポスト、（一

社）なぎしごとえ

ん、（一社）ビジット

奈義、（一社）那

岐茶の間 

奈義町・岡山大

学 

奈義町教育委員

会、JICA 中国 
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広島県 

市町村 事業名 実施日 会場 主催 共催 後援 

広島市 ヒロシマから世界へ！ 

JICA 海外協力隊が伝える

原爆の惨禍と復興 

5 月 31 日～

7 月 1 日 

広島平和記念資料

館 

JICA 中国 広島平和文化セ

ンター、広島市 

 

庄原市 ルワンダ人に聞こう！ 

ルワンダってどんな国？ 

6 月 2 日 広島市"    

広島市 ユースピースボランティアと

JICA 研修員の交流 

6 月 30 日 楽笑座 JICA 中国 しょうばら国際交

流協会 

 

呉市 大洋州の国々～島サミット

と参加国の紹介～ 

7 月 5 日～

16 日 

 広島平和文化セ

ンター 

 JICA 中国 

呉市 映画上映イベント「もっと知り

たい世界のこと マイスモー

ルランド」 

7 月 6 日 呉市役所 1 階 国

際交流センター 

呉市国際交流協

会 

JICA 中国  

広島市 令和 6 年度ヒロシマ・ピース

フォーラム 

「広島から世界へ、平和の

発信」 

7 月 13 日 広島平和記念資料

館地下 1 階 メモリ

アルホール 

広島市、広島平

和文化センター、

広島市立大学 

 JICA 中国 

広島市 ～世界の国のことを学ぼう

～HIC キッズセミナー 

8 月 17 日 ひろしま国際センタ

ー交流ホール 

ひろしま国際セン

ター 

 JICA 中国 

尾道市 大学生フィールドワーク合宿

（因島） 

8 月 19 日～

27 日 

広島県尾道市因島 JICA 中国 株式会社プラス、

Team34 

 

廿日市

市 

国際理解講座 ヨルダンを

知ろう！ 

8 月 25 日 廿日市市市民活動

センター 

廿日市市国際交

流協会 

JICA 中国  

広島市 『市民平和文化イベント』ブ

ース出展 

11 月 3 日 紙屋町シャレオ 広島平和文化セ

ンター 

  

東広島

市 

東広島国際フェスタ 2024 11 月 17 日 西条中央公園 東広島市国際化

推進協議会 

  

広島市 国際フェスタ 2024 11 月 24 日 広島国際会議場/

平和記念公園/ 

平和大通り緑地帯 

広島平和文化セ

ンター 

JICA 中国、広島

市 

 

東広島

市 

豊かな地域社会を考える-

多様な人々が暮らしやすい

持続可能な地域とは？- 

1 月 11 日 東広島イノベーショ

ンラボ ミライノ＋ 

JICA 中国 認定特定非営利

活動法人 開発

教育協会

（DEAR） 

東広島市、東広

島市教育委員

会、（公財）東広

島市教育文化振

興事業団 

呉市 『第 22 回国際交流フェスタ

in くれ』ブース出展 

2 月 16 日 呉市役所 呉市国際交流協

会 

 

呉グリーンライオ

ンズクラブ、呉市 
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鳥取県 

市町村 事業名 実施日 会場 主催 共催 後援 

鳥取市 東アフリカのスーダンが分か

る！！ 

スーダン人とお茶会しよう 

6 月 8 日 鳥取市国際交流プ

ラザ 

JICA 中国 国際交流サーク

ル icotto（イコット） 

 

米子市 「よなご国際交流フェスティ

バル 2024」ブース出展 

10 月 6 日 米子市文化ホール よなご国際交流フ

ェスティバル実行

委員会、米子市、

鳥取県国際交流

財団 

  

鳥取市 「鳥取砂丘コナン空港フェス

タ 2024」パネル展示 

10 月 6 日 鳥取砂丘コナン空

港 

空の日実行委員

会 

  

倉吉市 「くらよし国際交流フェスティ

バル」ブース出展 

11 月 10 日 伯耆しあわせの郷 くらよし国際交流

フェスティバル

2024 実行委員

会、鳥取県国際

交流財団 

鳥取短期大学  

鳥取市 「タイムフェスティバル」ブー

ス出展 

11 月 24 日 とりぎん文化会館    

鳥取市 聴いて観て踊って学ぼう！

アフリカの音楽とダンス 

2 月 23 日 鳥取市国際交流プ

ラザ 

JICA 中国 国際交流サーク

ル icotto（イコット） 

 

山口県 

市町村 事業名 実施日 会場 主催 共催 後援 

宇部市 SDGｓチャレンジセミナー 4 月 24 日 うべスタートアップ 宇部市、宇部ＳＤ

Ｇｓ推進センター 

三井住友海上火

災保険株式会社 

JICA 中国 

山口市 第5 回国際協力Talk Show 6 月 12 日 山口大学経済学部

講義室 

JICA 中国 山口大学  

宇部市 中学生就業体験イベント

「みらい Walkers★UBE」ブ

ース出展 

10 月 2日～3

日 

宇部市俵田翁記念

体育館 

宇部市教育委員

会 

宇部市俵田翁記

念体育館 

JICA 中国 

山口市 「きららでキラリ！県民つな

がるフェスタ TSUNA FES 

2024」ブース出展 

10 月 26日～

27 日 

山口きらら博記念

公園 大芝生広場 

山口県民活動促

進実行委員会 

山口きらら博記念

公園 大芝生広

場 

山口きらら博記念

公園活性化協議

会 

宇部市 食べて遊べる空の旅「かん

きょうフェスタ」パネル展 

1 月 26 日 宇部市ときわ公園 

ときわ湖水ホール 

大展示ホール 

宇部市教育委員

会 

宇部市ときわ公

園 ときわ湖水ホ

ール 大展示ホ

ール 

日本航空株式会

社、NPO 法人やま

ぐち里山ネットワー

ク、CRUNK DANCE 

STUDIO、NPO 法人

フードバンク山口、

JICA 中国、他 
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 令和 6 年度「宇部市 SDGs 

私たちの未来共創交流会」 

ブース出展 

1 月 30 日  国際ホテル 宇部 

３階パール 

宇部市 三井住友海上火

災保険株式会社 

JICA 中国、宇部

市ＳＤＧｓ私たちの

未来共創補助金 

補助対象事業者

11 団体 

宇部市 令和 5 年度「宇部市 SDGs 

私たちの未来共創交流会」 

ブース出展 

2 月 21 日 宇部市立図書館 ２

階 講座室 

宇部市、宇部ＳＤ

Ｇｓ推進センター 

三井住友海上火

災保険株式会社 

JICA 中国 

岩国市 JICA 海外協力隊の日「自

分にできる国際協力を考え

る」セミナー＆ワークショップ 

3 月 2 日 PLAT ABC JICA 中国 岩国市 青年海外協力協

会（JOCA） 
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JICA 中国施設訪問受入実績 

訪問件数 42 件 

訪問者数 1552 名 

  

広島県 

 実施日 訪問団体 訪問者 人数 

1 4 月 11 日 東広島法律研究会 一般市民 10 

2 6 月 4 日 安芸太田町立加計中学校 中学 3 年生 16 

3 6 月 14 日 広島県立西条特別支援学校 中学部 1 年生 13 

4 6 月 26 日 広島県立西条特別支援学校 中学部 3 年生 19 

5 7 月 9 日 世羅町立世羅中学校 中学 1 年生 54 

6 7 月 10 日 尾道市立美木中学校 中学 3 年生 72 

7 8 月 1 日 東広島市立西条中学校国際理解部 部に所属する生徒 17 

8 8 月 1 日 広島県立広島高等学校 高校 2 年生 16 

9 8 月 5 日 放課後等デイサービス ぴあすてっぷ三永 小学 1～6 年生 21 

10 8 月 19 日 児童デイサービスあおぞら 小学 1～6 年生 14 

11 8 月 22 日 東広島市立黒瀬中学校 中学 1 年生 9 

12 8 月 22 日 児童デイサービスあおぞら 小学 1～6 年生 13 

13 8 月 26 日 放課後等デイサービスぴあすてっぷ黒瀬 小学 1 年～中学 2 年生 19 

14 8 月 27 日 児童デイサービスあおぞら 小学 1～6 年生 13 

15 9 月 4 日 世羅町立世羅西中学校 中学 3 年生 20 

16 9 月 11 日 東広島市立小谷小学校 小学 3 年生 34 

17 9 月 11 日 北広島町立大朝中学校 中学 3 年生 8 

18 9 月 13 日 熊野町立熊野第一小学校 小学 6 年生 104 

19 9 月 18 日 三原市立本郷中学校 中学 3 年生 89 

20 9 月 20 日 三次市立吉舎中学校 中学 3 年生 20 

21 9 月 24 日 東広島市立向陽中学校 中学 3 年生 176 

22 9 月 27 日 東広島市立三永小学校 小学 3 年生 53 

23 9 月 27 日 三次市立甲奴中学校 中学 3 年生 10 

24 10 月 2 日 東広島市立原小学校 小学 4 年生 34 

25 10 月 10 日 如水館中学校 ２年生 中学 2 年生 76 

26 10 月 18 日 広島県立黒瀬特別支援学校 高等部 1 年生 31 

27 10 月 23 日 広島大学 生物生産学部 大学生 16 

28 11 月 7 日 山根女性会 会員 25 

29 11 月 14 日 呉市立郷原中学校 中学 3 年生 62 

30 11 月 16 日 小谷地域センター 小学 1 年生から 6 年生、保護者 27 

31 11 月 21 日 北広島町立芸北中学校 中学 3 年生 13 

32 11 月 28 日 安芸高田市立吉田中学校 中学 1 年生 81 

33 11 月 29 日 庄原市立粟田小学校 小学 1～6 年生 23 
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34 11 月 30 日 東広島市教育委員会生涯学習課 一般市民（高校生以上）、広島国際大学学

生 

55 

35 1 月 24 日 広島県立呉南特別支援学校 高等部 1 年生 26 

36 1 月 28 日 呉港高等学校 高校 1 年生 17 

37 2 月 16 日 やすだ寺子屋 小学 2～6 年生 20 

38 2 月 27 日 広島市立基町小学校 小学 6 年生 17 

39 3 月 11 日 呉市立片山中学校 中学 1 年生 82 

岡山県 

  実施日 訪問団体 訪問者 人数 

1 6 月 7 日 岡山県立倉敷天城中学校 中学 2 年生 43 

2 11 月 23 日 倉敷市国際交流協会 小学生（1～6 年生）と保護者 42 

愛知県 

 実施日 訪問団体 訪問者 人数 

1 11 月 7 日 名古屋市立山田高等学校 高校 2 年生 42 
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教師海外研修実績 

国内事前研修 海外研修期間 国内事後研修 派遣国 県名 学校名 

6 月 29 日（土）～ 

6 月 30 日（日） 

8 月 7 日（水）～ 

8 月 17 日（土） 

 

【第 1 回】 

8 月 31 日（土）～ 

9 月 1 日（日） 

【第 2 回】 

2025 年 1 月 25 日（土）

～1 月 26 日（日） 

※１月 26 日は一般公開

形式で実施、29 名参加。 

ラオス人民民主

共和国 

島根県 島根県立隠岐島前高等学校 

島根県 江津市立郷田小学校 

広島県 府中町立府中緑ヶ丘中学校 

山口県 萩市立越ヶ浜中学校 

山口県 山口市立上郷小学校 

山口県 山口市立大内中学校 

徳島県 徳島市立高等学校 

愛媛県 愛媛県立今治西高等学校 

伯方分校 

高知県 高知市立泉野小学校 

高知県 高知市立昭和小学校 

 

教育行政および教員組織との連携実績 

県名 連絡先 実施時期 主な連携内容 

鳥取 鳥取県教育委員会 通年 JICA 事業（教師海外研修、高校生国際協力体験プログラム、JICA 国際協力

中学生・高校生エッセイコンテスト）への後援承諾 

鳥取 鳥取県教育センター 11 月 「ESD、SDGs の視点から多文化共生を考える」研修への協力（講義、ワークシ

ョップ実施）（30 名参加） 

鳥取 鳥取県海外子女教育国際理解教

育研究協議会 

8 月 「2024 年（令和 6 年）第 51 回全国海外子女教育国際理解教育研究協議

会鳥取大会兼国際理解教育研究協議会中国地区ブロック鳥取大会」への

JICA の後援 

島根 島根県教育委員会 通年 JICA 事業（教師海外研修、高校生国際協力体験プログラム、JICA 国際協力

中学生・高校生エッセイコンテスト）への後援承諾 

島根 島根県高等学校国際教育研究協

議会 

6 月 「第 43 回島根県高等学校国際教育英語弁論大会 」への JICA の後援 

島根 島根県高等学校国際教育研究協

議会 

9 月 「第 60 回島根県国際教育日本語弁論大会兼第 71 回「国際理解・国際協

力のための高校生の主張コンクール」島根県予選」への JICA の後援 

島根 島根県立宍道高等学校 11 月 「SHINJI★多文化 FESTA」の共催（島根県内の JICA ボランティア経験者によ

る体験談およびワークショップ実施）（約 300 名対象） 

岡山 岡山県教育委員会 通年 JICA 事業（教師海外研修、高校生国際協力体験プログラム、JICA 国際協力

中学生・高校生エッセイコンテスト）への後援承諾 

岡山 岡山県教育委員会 9 月 次世代おかやま「夢育」ネットワーク事業への協力（セミナーでの講義、ワーク

ショップ実施）（36 名対象） 

岡山 岡山市教育委員会 通年 JICA 事業（教師海外研修、高校生国際協力体験プログラム、JICA 国際協力

中学生・高校生エッセイコンテスト）への後援承諾 
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岡山 倉敷市教育センター 7 月 令和 6 年度初任者研修（第 6 回） への協力（講義、ワークショップ実施）（89

名参加） 

岡山 岡山県教職員組合 美作地区協

議会 

8 月 地区協カリキュラム編成講座『国際理解』への資料提供（9 名参加） 

広島 広島県教育委員会 通年 JICA 事業（教師海外研修、高校生国際協力体験プログラム、JICA 国際協力

中学生・高校生エッセイコンテスト）への後援承諾 

広島 広島県教育委員会 2025 年 2 月 「広島県人権教育実践交流フォーラム」への協力（講義、ワークショップ実施）

（28 名参加） 

広島 広島県教育センター 通年 広島県立教育センター（広島県東広島市）内に JICA 資料配架コーナーの設

置、センター利用者への資料無料提供 

広島 広島県教育センター 8 月 JICA 連携講座「令和 6 年度教育センター専門講座（学びプラス）国際教育 

「相互理解、多様性を受容するってどういうことだろう？」講座」への協力（講

義、ワークショップ実施）（19 名参加） 

広島 広島市教育委員会 通年 JICA 事業（教師海外研修、高校生国際協力体験プログラム、JICA 国際協力

中学生・高校生エッセイコンテスト）への後援承諾 

広島 広島市教育センター 通年 広島市教育センター（広島県広島市）内に JICA 資料配架コーナーの設置、

センター利用者への資料無料提供 

広島 広島市教育センター 7 月 「国際理解教育研修」での講義、ワークショップ実施 

広島 呉市小・中学校教育研究会人権

部会 

8 月 呉市小・中学校教育研究会人権部会８月定例部会への協力（講義、ワーク

ショップ実施）（23 名参加） 

山口 山口県教育委員会 通年 JICA 事業（教師海外研修、国際教育研修会、高校生国際協力体験プログラ

ム）への後援承諾 

山口 山口県国際教育研究会 8 月 「第 31 回山口県国際教育研究大会」への JICA の協力（講義、ワークショッ

プの実施、資料提供）（58 名参加） 

 

高校生国際協力体験プログラム 

実施日 2024 年 7 月 26 日（金）～28 日（日） 

会 場 JICA 中国 

学校数 38 校 

参加者数 40 名 

県名 学校名 学年 人数 

岡山県 岡山県立玉島高等学校 2 2 

山口県 萩光塩学院高等学校 1 1 

岡山県 岡山県立岡山一宮高等学校 2 1 

岡山県 岡山県立岡山一宮高等学校 2 1 

広島県 広島県加計高等学校芸北分校 2 1 

広島県 AICJ 高等学校 2 1 

岡山県 岡山学芸館高等学校 3 1 

広島県 広島女学院中学高等学校 2 1 

岡山県 岡山県立岡山操山高等学校 3 1 
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岡山県 金光学園中学・高等学校 2 2 

鳥取県 鳥取県立米子東高等学校 3 1 

広島県 比治山女子高等学校 3 1 

島根県 島根県立松江北高等学校 2 1 

岡山県 岡山県立総社南高等学校 3 1 

広島県 広島城北高等学校 2 1 

広島県 広島県立庄原格致高等学校 2 1 

広島県 近畿大学附属広島高等学校福山校 2 1 

広島県 広島県立広島井口高等学校 3 1 

鳥取県 松柏学院 倉吉北高等学校 3 1 

広島県 近畿大学附属広島高等学校東広島校 2 1 

広島県 広島県立呉宮原高等学校 2 1 

島根県 島根県立横田高等学校 2 1 

広島県 広島県立大崎海星高等学校 2 1 

広島県 広島県瀬戸内高等学校 3 1 

島根県 島根県立吉賀高等学校 3 1 

島根県 島根県立松江南高等学校 2 1 

島根県 島根県立大東高等学校 2 1 

岡山県 岡山県立倉敷南高等学校 3 1 

島根県 島根県立隠岐島前高等学校 2 1 

広島県 広島県立福山誠之館高等学校 1 1 

広島県 広陵高等学校 3 1 

山口県 山口県立華陵高等学校 2 1 

鳥取県 翔英学園米子北斗高等学校 2 1 

広島県 広島県立広島叡智学園高等学校 2 1 

島根県 島根県立益田高等学校 3 1 

広島県 福山暁の星女子高等学校 1 1 

島根県 島根県立島根中央高等学校 3 1 

島根県 島根県立飯南高等学校 3 1 

 

海外視察等に関する支援・便宜供与実績 

実施回数 12 回 

参加者数 109 名 

行事名＜団体名＞ 訪問国 海外渡航時期 参加者数 内容 

広島なぎさ高等学校 パラオ 2024 年 7 月 17 JICA 事業ブリーフィング、職員/海外協力隊員との

意見交換 

周南公立大学 パラオ 2024 年 9 月 5 JICA 事業ブリーフィング、海外協力隊活動視察 

広島大学 ザンビア 2024 年 9 月 16 広島大学短期派遣研修 START プログラム（大学

の世界展開強化事業アフリカ）における JICA 事務
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所訪問、プロジェクトサイト視察 

島根県土木部 ベトナム 2025 年 2 月 6 JICA 事務所訪問、視察に向けた事前調整 

日本赤十字広島看護大学  フィリピン 2025 年 2 月 10 JICA 事務所訪問、保健医療分野に関する事業ブリ

ーフィング 

鳥取大学 マレーシア 2025 年 2 月 19 JICA 事務所訪問、事業ブリーフィング、職員等との

意見交換 

岡山大学経済学部 ラオス 2025 年 2 月 13 JICA 事務所訪問、事業ブリーフィング 

鳥取大学 

（国際交流センター) 

ウガンダ 2025 年 2 月 9 JICA 事務所訪問、事業ブリーフィング、プロジェクト

サイトおよび海外協力隊活動視察 

沖電気工業株式会社 ブータン 2025 年 2 月 1 JICA プロジェクトサイト視察 

山口大学経済学部 

公共管理コース 

ベトナム 2025 年 3 月 3 JICA 事務所訪問、事業ブリーフィング 

広島国際大学 

総合リハビリテーション学部 

フィジー 2025 年 3 月 4 JICA 事務所訪問、事業ブリーフィング、海外協力隊

活動視察 

周南公立大学 パラオ 2025 年 3 月 6 JICA 事業ブリーフィング、海外協力隊活動視察 

 

職業体験（インターンシップ）受入実績 

実施回数 5 回 

参加者数 14 名 

受入 学校名 受入日 人数 

JICA 中国 広島県立広島中学校 2024 年 10 月 28 日～2024 年 10 月 31 日 3 

公益財団法人ひろしま国際センター 

※JICA 中国は一部受入 

東広島市立松賀中学校 2024 年 9 月 3 日～2024 年 9 月 5 日 2 

東広島市立西条中学校 2024 年 9 月 10 日～2024 年 9 月 12 日 3 

東広島市立向陽中学校 2024 年 9 月 25 日～2024 年 9 月 27 日 3 

東広島市立八本松中学校 2025 年 2 月 4 日～2025 年 2 月 6 日 3 

 

海外記者派遣実績 

年度 派遣国 派遣期間 取材結果 

2015 スリランカ 2015 年 7 月 9 日～ 

2015 年 7 月 16 日 

【TV 放映】広島テレビ「進め！スポーツ元気丸」 

【TV 放映】広島テレビ「テレビ派」【TV 放映】「あなたの思いが世界を変える」 

【新聞掲載】中国新聞「スリランカ 野球で復興」 

【新聞掲載】毎日新聞「赤ヘルじゃけん 野球で振興後押し スリランカに派遣へ」 

【新聞掲載】中国新聞「内戦後の地に平和の球音 カープ野村前監督 スリランカで教室」 

【新聞掲載】中国新聞「カープ野村前監督指導訪問 スリランカ復興後押し」 

【新聞掲載】中国新聞「白球が架ける橋 広島からスリランカ」（全 3 回） 

2016 モンゴル 2016 年 11 月 7 日～ 

2016 年 11 月 14 日 

【TV 放映】山陰中央テレビ「みんなのニュース」（全 3 回）  

2017 派遣なし - - 
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2018 派遣なし - （8 月派遣予定だったが、西日本豪雨災害のため派遣中止） 

2019 メキシコ合衆国 

ドミニカ共和国 

2020 年 1 月 18 日～ 

2020 年 1 月 28 日 

【TV 放映】広島テレビ「テレビ派」（全 6 回）  

2020 派遣なし - - 

2021 派遣なし - - 

2022 派遣なし - - 

2023 ベトナム 2023 年 10 月 18 日

～2023 年 10 月 21

日 

【TV 放映】KSB 瀬戸内海放送「世界のためにできること-ベトナム編」（本放送 3/23 10:30

～11:00・再放送 3/27 2:00～2:30 各 1 回）  

2024 ブータン 2024 年 7 月 29 日～ 

2024 年 8 月 5 日 

【TV 放映】 

山陰中央テレビジョン放送(TSK) 「TSK news イット！」特集 『【カケルサンイン】人口流出

に直面…離島の高校生が挑む「幸せの国」ブータンの課題解決（島根）』（全 2 回） 

 

【新聞掲載】 

山陰中央新報 『【カケルサンイン】ブータンに根付く島の「課題解決型」学習』（全 2 回） 

注：過去 10 年分 
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JICA ボランティアによる「原爆展」開催実績 

 「原爆展」は、広島県出身の JICA 海外協力隊員の自主的な活動によって、2004 年に中米のニカラグアで始まりました。 

その後、多くの JICA 海外協力隊員に引き継がれ、2025 年 3 月までに、70 ヵ国で、214 回開催されてきました。  

JICA 中国では、広島県国際協力推進員が窓口となり、広島平和記念資料館からの原爆展資料の貸出を行っています。 

  

（１） 2024 年度 原爆展等の実施実績 

国名 実施時期 実施内容 隊員報告書から一言 

ガーナ 2024 年 8 月 16 日 

 

 田川夏美隊員（隊次：2023 年度 3 次隊/派

遣国：ガーナ/職種：コミュニティ開発）が JICA

ガーナ事務所の隊員総会自主講座として実

施。日本とガーナをオンラインで繋ぎ、公益財

団法人広島平和文化センター委嘱の被爆体

験証言者である内藤 愼吾氏を講師に迎え講

話を実施。 

 会場では、広島平和記念資料館から提供さ

れた「ヒロシマ・ナガサキの原爆写真ポスター」

の展示も実施した。 

 「実際に被爆された方の体験談を聞き、当時の悲惨な

状況をより具体的に理解できた。同時に、戦争が一般市

民にもたらす影響の多大さ、理不尽さを改めて感じた。国

家間の友好関係に加え、国民同士の相互理解が戦争抑

止において重要と考える。JICA 海外協力隊員として両国

の架橋となれば、かつて戦争中の広島で起こったような

事態を防ぐ一助となるかもしれない。亡くなった被爆者の

方々に報いることが出来るよう活動に励みたいと思った。

（アンケートを一部抜粋）」という感想を参加者から得た。  

 本企画は、自身の取り組みであるガーナでの平和学習

プロジェクトの第１弾であったが、オンライン被爆体験講話

を聴いていただき、他の JICA 海外協力隊隊員がそれぞ

れの感じ方や考え方で、身近な平和や世界の平和につ

いて考えられたように思う。引き続き平和学習プロジェクト

を続け、様々な国の様々な人々に平和の種を手渡してい

きたい。 

ガーナ 2024 年 9 月 29 日 アクラ日本語補習授業校の特別授業にて、日

本とガーナを zoom で繋ぎ、オンラインで公益財

団法人広島平和文化センター委嘱の被爆体

験証言者、廣中正樹さんに被爆体験講話をお

話していただいた。また、別室では、広島平和

記念資料館から提供していただいた「ヒロシマ・

ナガサキ原爆写真ポスター」の展示や、広島の

NGO である ANT-Hiroshima さんより寄贈してい

ただいた絵本「おりづるの旅」、被爆者さんの体

験記、表敬訪問で広島県と広島市からいただ

いた資料、平和記念資料館総合図録等の展

示を行った。また、絵本「おりづるの旅」日本語

版については、講話の最後に内容の概要を説

明させていただき、アクラ日本語補習授業校さ

んへ寄贈させていただいた。 

国際的な環境の中で育ち学んでおられる生徒さんの感

想は、国は関係なく仲良くしていること、差別せず相手と

自分を大切にするということ、を書いておられ、生徒さん

が創っていく未来の世界に希望を感じる内容であった。そ

の他の生徒さんもそれぞれのみずみずしい感性での気付

きを得てくださっているように感想を読み感じた。また、保

護者の方の感想にあったが、ガーナという環境の中でな

かなか原爆や戦争のことを学ぶ機会の少ないという生徒

さん達にこの度の特別授業でそのような機会を持ってい

ただくことが出来てよかったと思う。また他の保護者の方

からも「家族で平和や戦争や未来について話が出来るき

っかけをもらえました。」とも言っていただけた。今回の平

和学習プロジェクトでは子ども達を対象とした企画は初め

てであったが、子ども達の感性の中にある平和の種に気

付いていただくこと、家族や学校の皆で平和や戦争や未

来の世界について話し合えるようなきっかけをつくること、

少しでもそれらが出来たのであれば、この特別授業が開

催出来て本当によかったと感じている。次回以降は、派

遣国であるガーナの子ども達や任国外旅行での他国の

子ども達を対象とした企画を行うかもしれない。どのような

内容になるかは検討中であるが、様々な国々の子ども達

自身の平和の種への気付きや平和の種を育てることへ

繋がるようなことが行えれば幸いだと思っている。 

ベナン 2024 年 11 月７日、 

2024 年 11 月 11 日 

田川夏美隊員（隊次：2023 年度 3 次隊/派

遣国：ガーナ/職種：コミュニティ開発）が任国

外旅行で訪れたベナンのウィダーとアジョウンに

て、福光彩夏隊員（隊次：2023 年度 3 次隊/

派遣国：ベナン/職種：小学校教育）の活動先

の小学校及びベナン国内の孤児院で平和学習

授業を行なった。 

 田川隊員が日本語で日本や広島、広島の

原爆や佐々木禎子さんや折り鶴、原爆の子の

像等について説明を行い、その内容を福光隊

員がフランス語で通訳。アニメーション「ピカドン」

及び「つるにのって」の上映も実施。 

授業開催前は、日本から遠い他国の子ども達に感じても

らえることがあるかという不安があったが、児童や教員に

平和や命の尊さや戦争や原爆の悲しみが少しでも伝わ

り、「平和や命は大切だ」、「私は学んだことを他の人に伝

えたい」、「わたしはみんなが平和でうれしい」、「すべての

人が平和であってほしい」等の感想をいただけたことを、

本当に良かったと感じている。また、児童が平和にを考え

る機会を教員に肯定的に捉えていただけたことも本当に

良かった。 

 本授業が、微かだとしても、子ども達や周りの大人がベ

ナンや世界の平和を考えてくれることに繋がれば幸いと思

う。また、ベナンという日本から遠く離れた国で、且つ自身



40 
 

 田川隊員ら JICA 職員が折り鶴の作り方を児

童達へ説明し、平和への祈りの象徴である折り

鶴を折った。その際には、ヒロシマ・ナガサキ原

爆展用オプショナルポスターの折り鶴の折り方

のページをプロジェクターで投影。 

 また、広島の NGO である ANT-Hiroshima さ

んより寄贈いただいた絵本「おりづるの旅」につ

いては、後日福光隊員よりアジョウン視学官事

務所と JICA ベナン支所へ寄贈してもらうことと

なった。 

の任国でない国で授業を実施出来たのは、福光隊員を

始めとする他隊員や JICA 職員、また現地の小学校等の

協力があったからと思う。今回このような取り組みが出来

たことに心から感謝する。 

 そして、ウィダーとアジョウン、このベナンという国で様々

な方々に協力していただきながら実施した平和学習授業

の経験を生かし、今後も、世界の様々な国々の子どもや

大人、それぞれの人々の内なる平和の種への気付きが

生まれ、その平和の種が育っていくような取り組みを、引

き続き行っていきたい。 

パラグアイ ピラポ市： 

2024 年 8 月 9 日〜

2024 年 8 月 11 日 

ラパス市： 

2024 年 10 月 11 日

〜2024 年 10 月 12

日 

エンカルナシオン市： 

2025 年 3 月 14 日

〜2025 年 3 月 16

日 

（2025 年 4 月にも首

都アスンシオンにて開

催予定） 

只野杏奈隊員（隊次：2022 年度 4 次隊/派遣

国：パラグアイ/職種：青少年活動）が、パラグ

アイ 3 都市で実施。 

 原爆関連のポスターや広島、長崎の現在の

様子が分かる写真等の展示、また平和や戦争

に関する講話や動画放映を実施。企画内では

平和への思いを寄せ書きやリーフレット配布を

行い、また会場で作成した千羽鶴は広島市に

寄贈した。 

本展示は「教育と啓発」、「核兵器廃絶の促進」、「地域

社会の参加」の 3 つの使命のもと開催され、関係者の協

力によりその目的を達成できた。 

 「教育と啓発」については、多くの若者に戦争の悲惨さ

や平和の大切さを伝えることができ、講話後には参加者

同士の会話が生まれ、家族に内容を共有する様子も見

られたことから、平和への意識が芽生えたと感じる。 

 「核兵器廃絶の促進」については、ポスター展示や講話

を通じて原爆被害の実情を伝えることができ、折り鶴作成

や寄せ書きにも多くの人が参加した。これらは、核兵器廃

絶に向けた世論形成の一助となったと感じる。 

 「地域社会の参加」については、イベントには多くの地域

住民が来場し交流の場となった。事後アンケートでも「集

えて嬉しかった」、「今後も開催してほしい」等の意見が多

数寄せられた。 

 事後アンケート結果から、この平和展は参加者にとって

心に残る体験となり、平和についての意識を高めるきっか

けとなったと感じた。また、各開催地において、地元の

方々を運営に巻き込めたことが良かった。準備や広報、

当日の講話や各コーナーの担当等を決め、自身の活動

後にも展示が実施出来る仕組みを作った。本展示の開

催にあたり作成・使用した資料を各日本人会や学校に共

有することで、自身の任期が終了した後も各地で定期的

に平和展や平和学習が開催されることを期待する。 

（２）「原爆展」開催国数 

年度 実施回数 開催国数 

2004 から 2009 年度 69 65 

2010 年度 18 15 

2011 年度 9 9 
2012 年度 9 7 
2013 年度 14 12 
2014 年度 9 8 
2015 年度 16 12 

2016 年度 16 14 
2017 年度 8 8 
2018 年度 20 15 

2019 年度 14 9 

2020 年度 0 0 

2021 年度 0 0 

2022 年度 1 1 

2023 年度 6 6 

2024 年度 7 3 
 216 184 

注：実数は 70 か国 
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2. 参考資料 

主な関係団体（中国 5 県） 

（1） 国際協力関連業務主管部課 

県・市名 国際協力一般（青年海外協力隊含む） 

鳥取県 輝く鳥取創造本部 観光交流局 交流推進課 

島根県 環境生活部 文化国際課 

岡山県 県民生活部 国際課 

広島県 地域政策局 平和推進プロジェクト・チーム 

広島市 市民局 国際平和推進部 国際化推進課 

山口県 観光スポーツ文化部 国際課 

（2） 主な協力団体 

県・市名 団体名 

鳥取県 公益財団法人 鳥取県国際交流財団 

島根県 公益財団法人 しまね国際センター 

島根県 海士町役場 

岡山県 一般財団法人 岡山県国際交流協会 

広島県 公益財団法人 ひろしま国際センター 

広島市 公益財団法人 広島平和文化センター 

山口県 公益財団法人 山口県国際交流協会 

（3） 青年海外協力隊 OB 会 

団体名 代表者名 役職 

青年海外協力隊鳥取県 OV 会 谷田 孝之 会長 

島根県青年海外協力協会 天津 貴志 会長 

青年海外協力隊岡山県 OV 会 近藤 英生 会長 

青年海外協力隊広島県 OB 会 竹内 英祐 会長 

青年海外協力隊山口県 OB 会 山尾 和宏 会長 

（4） 協力隊を育てる会 

団体名 代表者名 役職 

鳥取県協力隊を育てる会 野津 一成 会長 

島根県青年海外協力隊を育てる会 田部 長右衛門 会長 

岡山県協力隊を育てる会 末光 茂  会長 

広島県海外協力隊を育てる会 上田 みどり 会長 

山口県協力隊を育てる会 岩野 雅子 会長 

（5） 民間連携関連業務主管部課 

県・市名 団体名 

鳥取県 商工労働部 通商物流課 

島根県 商工労働部 

岡山県 産業労働部 マーケティング推進室 

広島県 商工労働局 

山口県 産業労働部  
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JICA 中国の沿革 

（1） 事業の沿革 

1954 年から管轄地域内各県で実施されていた海外移住業務を、1964 年 7 月に設置された国際協力事業団(JICA：Japan 

International Cooperation Agency）の前身である海外移住事業団広島県事務所が、各県海外協会から継承しました。 

1965 年から各県の協力を得て実施されていた青年海外協力隊業務は、国際協力事業団広島支部が設置された 1974 年 8

月から扱うこととなり、研修員の 受入れ業務は、1981 年から実施しています。 

（2） 組織の変遷 

＜国際協力事業団設立以前＞ 

1954 年（明和 29 年） 1 月 財団法人日本海外協会連合会が東京に設立。 

 3 月 広島県及び鳥取県に海外協会が設立。その後、4 月に岡山県、10 月に山口県、11 月に

島根県と設立。 

1962 年（昭和 37 年） 6 月 海外技術協力事業団（OTCA）設立。政府の技術協力事業を一元化。 

1963 年（昭和 38 年） 7 月 海外移住事業団（JEMIS）設立。財団法人日本海外協力連合会の業務を継承。 

1964 年（昭和 39 年） 7 月 JEMIS、都道府県に地方事務所開設。 

1973 年（昭和 48 年） 10 月 JEMIS 広島支部が設立。広島県、山口県及び島根県を管轄。岡山県及び鳥取県は、神戸

支部が管轄。山口県には更に駐在員事務所を配置。 

＜国際協力事業団＞ 

1974 年（昭和 49 年） 8 月 国際協力事業団（JICA）設立。JEMIS 広島支部は、JICA 広島支部となる。 

1978 年（昭和 53 年） 9 月 山口駐在員事務所が廃止。 

1979 年（昭和 54 年） 7 月 JICA 広島支部の担当地域に鳥取県及び岡山県が加わり、管轄が中国５県となる。 

1980 年（昭和 55 年） 4 月 名称変更により広島支部は中国支部となる。 

1996 年（平成 8 年） 10 月 中国支部を廃止し、中国国際センターを設立。 

1997 年（平成 9 年） 1 月 東広島市鏡山の広島中央サイエンスパーク内に、JICA と広島県との共同施設「ひろしま国

際プラザ」が完成。 

 2 月 中国国際センターを「ひろしま国際プラザ」に移転。 

＜国際協力機構＞ 

2003 年（平成 15 年） 10 月 JICA は、独立行政法人化して「独立行政法人 国際協力機構」（英文名称は「JICA」のま

ま）となる。 

2008 年（平成 20 年） 10 月 国際協力銀行（JBIC）の ODA 部門と統合、外務省の無償資金協力業務を承継し、一元的

な ODA 実施機関となる。 

2018 年（平成 30 年） 7 月 中国国際センターから中国センターに名称変更。 
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JICA 中国の組織図・業務内容 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

JICA 中国の施設 

「広島県立広島国際協力センター」との合築施設。施設は、JICA 専有部分、広島県専有部分、共用部分から構成。 

施設全体の名称は、「ひろしま国際プラザ」。 

 

【全体】 

  敷地面積：29,043 ㎡ （広島県所有地） 

  建物延床面積：12,137 ㎡ （うち JICA 専有部分 3,182 ㎡） 

【JICA 専有部分】 

  研修室 7 室、食堂、宿泊室 48 室（シングル 46 室、ツイン 2 室、50 名宿泊可）、事務室 

【広島県専有部分】 

  研修室 12 室、宿泊室 76 室、運動場、テニスコート、体育館、図書室 
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